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日
本
山
岳
会
と
私
の
登
山
②

日
本
山
岳
会
に
お
け
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
連
鎖
の
軌
跡

田

　

　

重
廣
恒
夫

７０
年
代
か
ら
８０
年
代
に
か
け
て
、
日
本
山
岳
会
は
高
い
目
標
を
か
か

げ
な
が
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
実
践
し
て
き
た
。

今
回
は
各
登
山
隊
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
若
い
隊
員
を
育
て
て
き
た

重
廣
恒
夫
氏
に
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
縦
走
か
ら
三
国
友
好
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走
ま
で
を
綴

っ
て
も
ら
っ
た
。

く
の
ラ
イ
バ
ル
が
覇
を
競

っ
て
お
り
、

長
谷
川
恒
男
も
そ
の

一
人
だ

っ
た
。
目

標
に
し
た

「三
大
北
壁
」
に
手
を
触
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
１
９
７
３
年
、

未
踏
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
南
壁
の
登
山
隊

を
組
織
し
た
湯
浅
道
男
さ
ん
に
声
を
か

け
ら
れ
、
初
め
て
の
海
外
遠
征
へ
と
旅

立

っ
た
。
残
念
な
が
ら
目
標
に
し
た
南

壁
は
完
登
で
き
な
か
っ
た
が
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
ー
年
生
と
し
て
、
４
月
か
ら
Ｈ
月
ま

で
の
８
カ
月
間
を
ネ
パ
ー
ル
で
過
ご
し

た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
下
宿
生
活
、
輸

送
担
当
と
し
て
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
モ
ン

ス
ー
ン
中
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
敢
行
し
、

最
初
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
入
り
、
登

山
終
了
後
も
隊
の
後
始
末
に
従
事
し
、

最
後
に
カ
ト
マ
ン
ズ
を
離
れ
た
間
に
遭

遇
し
た
多
く
の
体
験
か
ら
、
そ
の
後
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
役
立
つ
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
。

日
本
山
岳
会
に
入
会

最
初
の
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
登
山
隊
に
は
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
て
鹿
野
勝
彦
さ
ん
が
参
加
し
て
い

た
。
鹿
野
さ
ん
に
イ
ン
ド
の
最
高
峰
ナ
　
ー

ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
に
行
か
な
い
か
と
誘
わ
　
蛉

れ
た
の
は
、

７４
年
の
末
で
あ
っ
た
ろ
う

か
。
日
印
合
同
で
８
０
０
０
際
月近
い
高

所
で
の
縦
走
登
山
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
、
南
壁
登
山
隊
に
参
加
し
た
隊
員
達

に
も
声
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

７５
年
３
月
、
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
登
山

隊
に
参
加
す
る
た
め
日
本
山
岳
会
に
入

会
し
た
。
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
は
大
学
山

岳
部
出
身
者
で
あ
っ
た
が
、
社
会
人
山

岳
会
か
ら
は
他
に
高
見
和
成
と
加
藤
保

男
が
加
わ

っ
た
。
東
京
で
の
準
備
は

着
々
と
進
ん
だ
。
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
や
学

生
部
員
に
よ
る
梱
包
作
業
の
手
伝
い
は

伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
若
い

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
は
じ
ま
り

私
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
へ
の
憧
憬
は
、

中
学
の
時
に
読
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
登
項
の
記
録

『処
女
峰
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
』
に
始
ま
っ
た
。
高
校
時

代
に
本
格
的
に
岩
登
り
の
ト
レ
ー
エ
ン

グ
を
始
め
、
学
生
時
代
は
岡
山
ク
ラ
イ

マ
ー
ス
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
岩
壁
登
攀

に
打
ち
込
ん
だ
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
同
人
と

し
て
、
先
輩
た
ち
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征

の
記
録
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
標
は

「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
三
大
北
壁
」
の
登
攀
で
あ

っ
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
主
体
は
高
所
の
岩

壁
を
想
定
し
た
積
雪
期
の
継
続
登
攀
の

実
践
だ

っ
た
。
当
時
は
日
本
全
国
に
多
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人
達
に

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
憧
憬
」
を
萌

芽
さ
せ
る
場
と
も
な

っ
て
い
る
感
じ
が

し
た
。

７７
年
に
は
日
本
山
岳
協
会
が
送
り
出

し
た

「日
本
Ｋ
２
登
山
隊
」
に
参
加
し
、

灼
熱
の
砂
漠
か
ら
始
ま
る
カ
ラ
コ
ル
ム

の
登
山
を
体
験
し
た
。

７９
年
に
は
京
都

カ
ラ
コ
ル
ム
ク
ラ
ブ
の

「ラ
ト
ッ
ク
ー

峰
登
山
隊
」
に
参
加
し
た
。
前
者
は
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
後
者
は
登
攀

隊
長
と
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら

隊
員
と
し
て
の
役
割
分
担
で
、
登
頂

・

成
功
を
獲
得
す
る
た
め
の

「現
場
リ
ー

ダ
ー
」
を
担
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

８０
年
に
は
日
本
山
岳
会
に
と
っ
て
は

１０
年
ぶ
り
の
大
き
な
遠
征
と
な

っ
た

「日
本
山
岳
会
珠
穆
朗
薦
登
山
隊
」
に
参

加
し
、
そ
の
後
８５
年
に
関
西
カ
ラ
コ
ル

ム
登
山
隊
で
マ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
北
西
壁

の
初
登
攀
や
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
の
ア
ル

パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
の
登
項
を
挟
ん
で
、

７６
年
と
８４
年
か
ら
９５
年
ま
で
日
本
山
岳

会
の
節
目
の
登
山
隊
に
参
加
し
て
き
た
。

７３
年
の
工
ベ
レ
ス
ト
南
壁
か
ら
マ
カ
ル

ー
東
稜
ま
で

一
貫
し
て
流
れ
て
い
た
の

は
、
単
な
る
既
登
峰
の
登
項
で
は
な
く

「よ
り
高
い
山
を
、よ
り
厳
し
い
ル
ー
ト

か
ら
、
よ
り
難
し
い
方
法
で
登
る
」
と

い
う
、
自
分
な
り
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
ヘ

の
こ
だ
わ
り
と
、
勤
め
て
い
る
会
社
を

辞
め
な
い
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
継
続
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う

自
問
自
答
で
あ
っ
た
。

８４
年
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
縦
走

７６
年
、
日
印
合
同
登
山
隊
で
挑
ん
だ

イ
ン
ド
の
最
高
峰
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
の

縦
走
登
山
は
成
功
し
た
。
８
０
０
０
際
川

近
い
高
所
で
、
２
つ
の
項
上
を
結
ん
だ

成
果
で
あ
っ
た
。
当
然
、
次
の
目
標
は

８
０
０
０
檸
川を
超
え
た
高
々
所
で
の
継

続
登
攀
で
あ
る
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン

ガ
縦
走
計
画
は
、
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
の

縦
走
登
山
を
成
功
さ
せ
た
直
後
か
ら
始

ま
っ
た
。

７５
年
に
イ
ン
ド
２２
番
目
の
州

と
し
て
併
合
さ
れ
た
ば
か
り
の
シ
ッ
キ

ム
側
か
ら
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の

南
峰

。
中
央
峰

・
主
峰

・
西
峰
の
８
５

０
０
浮
川
の
全
山
縦
走
を
実
現
し
よ
う
と
、

イ
ン
ド
登
山
財
団
や
政
治
ル
ー
ト
を
通

じ
て
折
衝
し
た
。

し
か
し
、
折
衝
は
難
航
し
た
。
そ
の

間
に
も
未
踏
峰
で
あ
っ
た
南
峰
や
中
央

峰
が
初
登
頂
さ
れ
、
山
学
同
志
会
隊
に

よ
る
北
壁
の
初
登
攀
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ

協
会
隊
に
よ
る
縦
走
の
試
み
な
ど
、
い

つ
ま
で
も
シ
ッ
キ
ム
側
に
固
執
し
て
い

ら
れ
な
く
な
っ
た
。

８２
年
に
ネ
パ
ー
ル

側
か
ら
の
登
山
計
画
を
決
断
。
そ
の
翌

年
、
ネ
パ
ー
ル
観
光
省
か
ら
カ
ン
チ
ェ

ン
ジ
ュ
ン
ガ
山
群
の
登
山
許
可
を
取
得

南峰から主峰 (右 )、 中央峰へ向け、カンチェンジュンガ縦走を開始する

し
た
。
す
ぐ
に
準
備
活
動
に
入
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
既
登
峰
で
あ
り
登
項
記
録
や

写
真
資
料
の
入
手
も
容
易
で
、
登
山
計

画
の
作
成
は
は
か
ど

っ
た
。

し
か
し
、
資
金
調
達
は
困
難
を
極
め

た
。　
一
度
に
８
０
０
０
際
川
を
越
え
る
峰

を
登
頂

・
縦
走
す
る
登
山
で
は
、
前
進

基
地
以
上
で
の
活
動
が
複
雑
と
な
り
、

要
す
る
物
資
も
膨
大
で
多
額
の
資
金
が

必
要
で
あ
っ
た
。
資
金
調
達
の
方
法
と

し
て
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
と
読
売
新
聞

手
を
中
心
と
し
た
登
攀
隊
員
２３
名
、
ハ

イ
ポ
ー
タ
１
３５
名
、
学
術
や
報
道
隊
員

を
含
め
る
と
総
勢
７７
名
の
大
所
帯
を
鹿

野
隊
長
が
統
括
し
、
私
は
前
進
基
地
に

陣
取
り
、
縦
走
の
始
ま
り
と
な
る
南
峰

へ
の
ル
ー
ト
エ
作
や
各
隊
の
ハ
イ
ポ
ー

タ
ー
の
配
備
、
荷
上
げ
計
画
の
調
整
な

ど
を
行
な
っ
た
。
登
山
の
途
中
で
は
雪

崩
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
の
埋
没
な
ど
多
く

の
障
害
は
あ
っ
た
が
、
世
界
で
初
め
て

８
５
０
０
研
ラ
イ
ン
の
縦
走
に
成
功
し

社
の
後
援
を
得
る
た
め
、

反
対
意
見
も
多
か

っ
た

が
縦
走
計
画
に
「
ハ
ン
グ

グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
」
を
組

み
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
「カ

ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
委

員
会
」
も
発
足
し
て
対
外

的
な
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ

の

態
勢
が
整

っ
た
。
ま
た
計

画
を
推
進
す
る
中
で
、

８５

年

の
創
立
８０
周
年
記
念

事
業
に
も
組
み
入
れ
ら

れ
、
そ
の
後
の
準
備
は
順

調
に
進
み
、

８４
年
１
月
末

に
は
先
発
隊
が
成
田
を
　
２

発

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
遷

長

い
キ

ャ
ラ
バ
ン
の

末
、
３
月
７
日
、
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
に
入
っ
た
。
若

鑑・

、ヽ、メ
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た
。
た
だ
主
峰
登
頂
は
グ
レ
ー
ト

ｏ
シ

ェ
ル
フ
経
由
と
な
っ
た
こ
と
、
西
峰
に

は
ま
っ
た
く
向
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
力
不
足
も
痛
感
し
た
。
併

せ
て
最
後
ま
で
南
峰
や
中
央
峰

・
主
峰

の
ル
ー
ト
エ
作
や
荷
上
げ
に
従
事
し
な

が
ら
、
時
間
切
れ
で
登
項
で
き
な
か
っ

た
隊
員
が
出
た
こ
と
も
反
省
点
で
あ
る
。

８８
年
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走

当
初
こ
の
計
画
は
、
東
海
支
部
が
中

国
と
か
か
わ
り
を
持
ち
、
ネ
パ
ー
ル
側

と
の
折
衝
を
経
て
、

８６
年
１
月
に
本
部

に
計
画
委
譲
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
同

時
に
読
売
新
聞
社
か
ら
読
売
グ
ル
ー
プ

全
体
を
あ
げ
て
こ
の
登
山
計
画
を
支
援

し
、
共
催
し
た
い
と
い
う
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

８６
年
５
月
の
総
会
で
日
本

・
中
国

・

ネ
パ
ー
ル
の
三
国
友
好
登
山
計
画
実
施

の
承
認
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
計
画
が
進
行
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
友
好
登
山
隊
で
の
私
の

役
割
は
北
側
の
登
攀
隊
長
と
し
て
、
５

月
５
日
に
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
３
国
の
登

山
隊
員
を
項
上
に
到
達
さ
せ
、
ネ
パ
ー

ル
側
に
下
ろ
す
こ
と
に
加
え
て
、
３
名

の
テ
レ
ビ
ス
タ
ッ
フ
を
頂
上
に
到
達
さ

せ
、
８
８
４
８
房
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ

を
世
界
に
流
す
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
タ
ク
テ
ィ

ク
ス
に
関
し
て
は
、
北
側
は
日
本
と
中

国
の
代
表
が
、
南
側
は
日
本
と
ネ
パ
ー

ル
の
代
表
が
協
議
し
て
作
成
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
日
本
で
原
案
を

作
成
し
て
そ
れ
を
も
と
に
検
討
す
る
こ

と
が
多
く
、
北
京
、
カ
ト
マ
ン
ズ
、
香

港
、
東
京
で
の
打
合
せ
に
忙
殺
さ
れ
た
。

隊
員
に
関
し
て
は
、
５
月
５
日
に
予

定
通
り
交
差
縦
走
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
隊
員
選
考
を
行
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

経
験
者
だ
け
で
は
な
く
、
今
回
の
経
験

を
糧
と
し
て
今
後
大
き
く
飛
躍
す
る
若

い
隊
員
を
選
ぶ
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

選
考
の
最
終
段
階
で
、
当
時
ヒ
マ
ラ
ヤ

で
最
も
活
躍
し
て
い
た
山
田
昇
の
参
加

が
決
ま

っ
た
の
で
、
成
功
の
確
率
は

一

段
と
高
ま
っ
た
。

日
本

ｏ
中
国

・
ネ
パ
ー
ル
の
三
国
は
、

元
来
登
山
の
目
的
も
異
に
し
て
い
る
し
、

日
常
使
用
し
て
い
る
言
葉
と
か
食
習
慣

等
の
生
活
環
境
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
極
限
の
生
活
の
な
か
で
無
理
に

「友
好
」
と
い
う
２
文
字
に
収
め
よ
う
と

す
る
と
、
各
国
の
隊
員
が
お
互
い
に
気

遣
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
高
所
登
山
と

い
う
閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
間
で
の
、
長

期
間
の
生
活
に
よ
っ
て
生
じ
る
軋
礫
が

大
き
く
な
る
と
考
え
、
第

一
期

・
第
二

期
は
別
々
の
テ
ン
ト
で
各
国
自
由
な
生

活
を
す
る
よ
う
に
し
た
。
た
だ
、
最
先

端
を
行
く
ル
ー
ト
エ
作
、
荷
上
げ
に
関

し
て
は
、
三
国
が
平
等
に
そ
の
任
に
当

た
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
徐
々
に
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
、
最
終
ア
タ
ッ
ク
時
の

三
国
隊
員
間
の
信
頼
感
と
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
た
。

ル
ー
ト
エ
作
に
関
し
て
は
、
最
強
メ

ン
バ
ー
を
最
先
端
に
出
し
た
。
そ
の
結

果
、
予
定
通
り
に
計
画
を
進
行
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
し
、
後
に
な
っ
て
ル
ー

ト
変
更

・
修
復
を
す
る
必
要
も
生
じ
な

か
っ
た
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
登
攀
こ
そ
が
、

安
全
を
確
保
す
る
最
良
の
方
法
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
最
先
端
で
行

動
す
る
隊
員
に
ど
う
し
て
も
過
度
な
負

担
が
か
か
る
き
ら
い
が
あ
る
の
で
、
３

日
行
動
、
２
日
休
養
と
い
う
原
則
を
守

り
、
特
定
隊
員
へ
の
疲
労
の
蓄
積
が
生

じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
し
か
し
い

ず
れ
に
し
て
も
日
本
人
隊
員
に
大
き
な
　
３

負
担
が
か
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
　

褥

目
標
を
成
功
に
導
く
た
め
に
は
、
チ
ー

ム
を
形
成
す
る
メ
ン
バ
ー
が
、
自
分
の

持

っ
て
い
る
能
力
を
温
存
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
お
互
い
へ
の
思
い
や
り
を
発

揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ー
ム
全
体

の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
事
が
で
き
る
。

文
化
を
異
に
す
る
三
国
の
隊
員
が
集

ま
っ
て
初
期
の
目
的
を
完
遂
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
各
国
隊
員
の
ラ
イ
バ
ル
意

識
は
も
ち
ろ
ん
の
事
で
あ
る
が
、
競
い

合

っ
た
後
に
生
じ
た
連
帯
感
に
よ
っ
て
、

目
的
意
識
が
明
確
と
な
り
、
最
終
的
に

「友
好
」
と
い
う
２
文
字
に
熟
成
さ
れ
る

と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

功成走縦ガンエヾンンエチ

隊

ン

ト

カ

一
ヽ
ポ

1984年 5月 20日

中央峰頂上のサ



山 735-200608・ 20(第二種郵便物認可)

中
央
分
水
嶺
踏
査
完
了

＝
¨

信
濃
支
部
と
の
共
催
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
踏
査
実
施

中
央
分
水
嶺
踏
査
委
員
会

「日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
の
国
内
登
山
の
部
と
し
て
計
画
さ

れ
た
中
央
分
水
嶺
踏
査
は
、
２
０
０
４

年
初
め
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

全
国
の
２５
支
部
な
ら
び
に
首
都
圏
１７
の

委
員
会

・
同
好
会
の
会
員
約
１
０
０
０

名
が
参
加
し
、
完
全
踏
査
を
目
指
し
て

努
力
し
て
き
ま
し
た
。
本
日
多
く
の
会

員
諸
兄
の
参
加
を
得
て
、
信
濃
支
部
の

担
当
箇
所
で
あ
る

″
三
峰
山
か
ら
鷲
ヶ

峰
″
へ
の
踏
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
も

っ
て
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
県

ま
で
約
５
０
０
０
キ

ロ
に
及
ぶ
日
本
中
央

分
水
嶺
踏
査
が
完
了
し
た
こ
と
を
宣
言

い
た
し
ま
す
」

０６
年
６
月
１７
日
、
初
夏
の
夕
暮
れ
、

灰
緑
色
に
染
ま
っ
た
人
島
湿
原
に
、
信

濃
支
部
分
水
嶺
担
当
責
任
者
、
中
野
前

支
部
長
の
声
が
響
い
た
。
２
年
半
に
わ

た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
中
央
分
水
嶺

踏
査
は
、
成
功
裏
に
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

「無
謀
な
計
画
」
と
い
う
声
も

中
央
分
水
嶺
踏
査
計
画
、
そ
の
策
定
・

実
施
は
紆
余
曲
折
の
連
続
だ
っ
た
。
日

本
山
岳
会
創
立
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る

「未
知
の
も
の
に
挑
む
パ
イ
オ
ニ
ア

ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
追
求
す
る
機
会
は
二

一
世
紀
の
今
日
、
残
念
な
が
ら
、
日
本

国
内
に
そ
う
多
く
残
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

そ
の
な
か
に
あ

っ
て
、
唯

一
、
最
善

の
も
の
と
し
て
企
画
立
案
さ
れ
た
の
が
、

北
海
道
は
宗
谷
岬
か
ら
九
州
佐
多
岬
に

至
る
約
５
０
０
０
キ

ロ
の
中
央
分
水
嶺
を
、

会
員

一
人

一
人
の
足
を
使

っ
て
線
で
結

ぼ
う
と
い
う
壮
大
な
計
画
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
全
体
の
７０
「白
近
く
は
登

山
道
が
な
く
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
駆
使
し
た
と

し
て
も
、
ル
ー
ト
選
定
に
難
渋
を
強
い

ら
れ
る
の
は
明
白
で
あ
っ
た
。
平
均
年

齢
が
６０
歳
を
超
え
て
い
る
山
岳
会
会
員

に
、
果
た
し
て
そ
れ
を
完
遂
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
企
画
を
知
ら
さ
れ
た

支
部
会
員
か
ら
、
「現
場
を
知
ら
な
い
本

部
の
連
中
が
机
上
で
練
り
上
げ
た
空

論
」
と
い
う
厳
し
い
批
判
の
声
が
あ
が

つ
た
の
も
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
支
部
長
会
議
な
ど
を
通

し
て
、
計
画
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
、

０４
年
２
月
２１
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
各
支
部
の
分
水
嶺
担
当
者
会

議
を
経
て
、
同
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
た
。

少
し
ず
つ
、
踏
査
距
離
を
延
ば
す

踏
査
に
あ
た
り
、
中
央
分
水
嶺
踏
査

委
員
会
は
全
区
間
を
２７
に
分
割
し
、
そ

れ
ぞ
れ
２５
地
方
支
部

（各
１
区
間
）
と

１７
の
委
員
会

・
同
好
会

（２
区
間
を
分

割
）
に
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

各
支
部

・
同
好
会
で
は
実
行
委
員
会
等

が
組
織
さ
れ
、
会
合
に
会
合
を
重
ね
、

緻
密
な
計
画
が
練
ら
れ
た
。
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
は
、
積
雪
期
、
あ
る
い
は
残
雪

期
で
な
け
れ
ば
踏
査
で
き
な
い
と
こ
ろ

も
多
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
経
験
の
あ
る

会
員
の
単
独
山
行
に
よ
っ
て
よ
う
や
く

踏
査
さ
れ
た
箇
所
も
あ
っ
た

（越
後
支

部
）
。
藪
の
深
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
の
支
部
、

同
好
会
が
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
２
ｓ
川
を
超

す
藪
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
、
精
根
尽
き

て
敗
退
す
る
こ
と
数
知
れ
ず
。
取
材
の

新
聞
社
か
ら
「ぜ
ひ
藪
こ
ぎ
の
写
真
を
」

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
も
多
か
っ
た
が
、

写
真
を
撮
る
余
裕
な
ど
な
く
、
進
む
だ

け
で
精

一
杯
の
あ
り
さ
ま
だ

っ
た
。
そ

れ
で
も
ね
ば
り
強
く
ア
タ
ッ
ク
を
繰
り

返
し
、
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
、
踏
査

距
離
を
延
ば
し
て
い
っ
た
。
「藪
か
ら
掘

三峰山から和田峠へ向かう参加者。右奥が目指す鷲ヶ峰

り
出

し
た
分
水
嶺
　
４

（山
陰
支
部
）」
と
い
　
爾

う
言
葉
が
、
そ
の
苦

労
を
如
実
に
物
語

っ

て
い
よ
う
。

踏
査
が
進
む
に
つ

れ
、
各
支
部

・
同
好

会
か
ら
委
員
会
に
送

ら
れ
て
く
る
山
行
報

告
書
も
数
を
増
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

日
本
地
図
に
は
、
踏

査
済
み
を
示
す
実
線

が
着
実
に
延
ば
さ
れ

て
い
っ
た
。

０４
年
５

月
３１
日
に
踏
査
率
１３

です撃|
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「自
で
あ
っ
た
も
の
が
、
同
年
１０
月
３１
日

３０

ｏ
８
で
、

０５
年
６
月
３０
日
６７

ｏ
ｌ
で
、

同
年
１２
月
２５
日
８６

ｅ
ｌ
りヽ自
、

０６
年
４
月

２５
日
に
は
９４

ｏ
ｌ
「白
に
達
し
た
。

分
水
嶺
あ
れ
こ
れ

山
国
た
る
日
本
で
分
水
嶺
と
い
え
ば

誰
し
も
山
の
尾
根
を
思
い
描
く
が
、
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
も
散
見
さ
れ
た
。
ゴ
ル

フ
場
の
中
を
走

っ
て
い
る
も
の

（熊
本

支
部
、
山
梨
支
部
）
や
自
衛
隊
基
地
を

貫
い
て
い
る
も
の

（東
九
州
支
部
）
も

あ
り
、
粘
り
強
い
交
渉
と
い
っ
た
山
行

以
外
の
苦
労
も
あ
っ
て
、
会
報

『山
』

で
そ
の
踏
査
顛
末
が
紹
介
さ
れ
た
。
踏

査
中
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
位
置
確
認
を
行
な

い
な
が
ら
、
三
角
点
の
保
存
状
況
、
２

万
５
０
０
０
分
の
１
地
形
図
と
の
相
違
、

植
生
な
ど
の
自
然
環
境
、
分
水
嶺
に
ま

つ
わ
る
秘
話
な
ど
の
調
査
も
あ
わ
せ
実

施
さ
れ
た
。
地
下
４０
際
川
の
深
さ
に
埋
も

れ
て
い
た
三
角
点
を
掘
り
出
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
（北
九
州
支
部
）
。
地
形
図
に

な
い
林
道
や
人
工
建
造
物
も
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
報
告
書
に
加
え
ら
れ
、
こ
れ
ら

は
貴
重
な
資
料
と
し
て
国
土
地
理
院
に

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

掘
り
出
し
物
と
い
え
ば
、
踏
査
を
き

っ
か
け
に
、
峠
や
分
水
嶺
に
ま
つ
わ
る

水
の
歴
史
を
紐
解
く
こ
と
も
あ

っ
た

（山
形
支
部

「横
川
堰
」
・東
海
支
部
「峠

の
今
昔
」
な
ど
）
。
津
軽
海
峡
、
関
門
海

峡
と
も
に
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
踏
査
し
、

北
海
道

・
本
州

・
九
州
の
各
島
を
つ
な

げ
た
こ
と
も
特
筆
に
価
し
よ
う

（北
九

州
支
部
、
首
都
圏
の
柳
下
棟
生
会
員
）
。

ま
た
、
全
踏
査
区
間
の
２０
で
に
あ
た

る
１
１
６
５
キ

ロを
担
当
し
た
北
海
道
支

部
の
活
躍
は
見
事
な
も
の
で
あ
り
、
完

全
踏
査
へ
の
道
を
開
い
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
そ
の
８
割
が
猛
吹
雪
、

滑
落
、
雪
崩
の
危
険
と
真
剣
に
向
き
合

い
な
が
ら
の
積
雪
期
の
踏
査
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

６
月
１７
日
、
上
諏
訪
に
集
合
し
た
８０

名
は
、
残
る
最
後
の
区
間
、
三
峰
山
～

鷲
ケ
峰
～
八
島
湿
原
へ
と
向
か
っ
た
。

分
水
嶺
委
員
会
お
よ
び
信
濃
支
部
の
共

催
と
し
て
実
施
さ
れ
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
山

行
は
、
北
海
道
、
東
海
、
山
梨
、
首
都

圏
か
ら
の
参
加
者
で
熱
気
溢
れ
る
も
の

と
な
っ
た
。
折
り
し
も
雲
間
か
ら
顔
を

覗
か
せ
た
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
が
６
班
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

信
濃
支
部
の
リ
ー
ダ
に
引
率
さ
れ
て
ル

ー
ト
を
踏
査
し
て
い
っ
た
。
前
日
の
雨

で
登
山
道
は
か
な
り
滑
り
や
す
く
な
っ

て
い
た
が
、
山
座
同
定
や
植
生
観
察
し

な
が
ら
の
山
行
は
実
に
楽
し
く
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
に
相
応
し
い
も
の
と
な

っ
た
。

至
る
所
に
咲
い
て
い
た
ツ
ツ
ジ
の
花

は
、
我
々
を
祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
旧
中
山
道
の
和
田

峠
で
昼
食
を
と
り
、
最
終
班
が
目
的
地

の
八
島
湿
原
駐
車
場
に
着
い
た
の
が
１５

時
４５
分
。
そ
の
後
、
中
央
分
水
嶺
踏
査

完
了
の
打
ち
上
げ
式
が
行
な
わ
れ
た
。

中
野
前
信
濃
支
部
長
の
完
了
宣
言
（前

述
）
、
そ
し
て
、
平
林
副
会
長
か
ら
「中

央
分
水
嶺
を
す
べ
て
踏
破
し
た
こ
と
は
、

日
本
山
岳
会
と
し
て
非
常
に
意
義
あ
る

こ
と
」
と
祝
辞
が
あ
っ
た
。
続
い
て
同

計
画
策
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
分
水

嶺
研
究
を
長
年
続
け
て
い
る
近
藤
善
則

会
員
が

「私
は
地
図
の
上
に
線
を
引
い

た
だ
け
で
す
が
、
皆
さ
ん

一
人

一
人
が

そ
の
線
を
実
地
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

そ
の
後
、
田
邊
副
会
長
の
発
声
で
高
ら

か
に
乾
杯
し
、
カ
ラ
カ
ラ
の
喉
を
ビ
ー

ル
で
潤
し
、
踏
査
完
了
を
祝
し
た
。

「成
果
報
告
会
」
へ
向
け
て

中
央
分
水
嶺
全
区
間
の
踏
査
は
、
１

３
５
０
名

（実
数
）
の
参
加
を
も

っ
て

成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
内
１
０
４
３
人
が

日
本
山
岳
会
員
、
３
０
７
人
が

一
般
か

ら
の
参
加
者

（非
会
員
）
で
あ
っ
た
。

踏
査
山
行
を
通
じ
て
、
各
支
部
の
活
動

が
よ
り
活
況
を
呈
し
て
き
た
こ
と
は
、

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
な
か
　
５

に
は
、
中
央
分
水
嶺
に
と
ど
ま
ら
ず
、
　

日

さ
ら
に
支
線
の
分
水
嶺
に
ま
で
踏
査
を

広
げ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
（関
西
支
部
）
。

な
お
、
踏
査
完
了
は
、
参
加
会
員
の
奮

闘
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
非
会
員
、

あ
る
い
は
地
元
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
な

く
し
て
は
成
し
え
な
か
っ
た
こ
と
も
、

忘
れ
ず
に
お
き
た
い
。

踏
査
の
全
記
録
は
、
最
終
報
告
書
お

よ
び
Ｃ
Ｄ
に
収
め
ら
れ
、
本
年
１２
月
を

め
ど
に
出
版
さ
れ
る
。
そ
し
て
来
年
２

月
１７
日
に
は
「踏
査
完
了
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
、　
一
人

一
人
の
足
で
つ
な
い

だ
成
果
を
紹
介
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

（事
務
局
長
　
森

武
昭
）

フィナーレ踏査参加者 (八島湿原にて)
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東

南

山
の
気
象
研
究
会
の
閉
会
に
つ
い
て

奥
山

巌

山
の
気
象
研
究
会
は
、
今
年

（２
０

０
６
年
）
６
月
の
第
５０
回
山
の
気
象
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も

っ
て
閉
会
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

昭
和
２０
年
代
後
半
か
ら
３０
年
代
に
か

け
て
は
登
山
ブ
ー
ム
の
真

っ
盛
り
、
そ

れ
に
つ
れ
て
山
の
遭
難
も
増
え
、
と
く

に
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
悪
天
候
に
ぶ

つ
か
っ
た
と
か
、
雪
崩
に
襲
わ
れ
る
な

ど
の
気
象
遭
難
が
急
増
し
て
い
た
。

そ
の
遭
難
の
多
く
が
事
前
に
天
気
図

を
見
て
い
れ
ば
防
げ
た
遭
難
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
昭
和
３１

（１
９
５
６
）
年
６
月
、

気
象
庁
山
岳
部
が
都
内
の
主
な
山
岳
団

体
に
呼
び
か
け
て
、
山
の
遭
難
対
策
を

協
議
し
た

（山
の
気
象
座
談
会
開
催
）
。

会
議
の
結
論
は
、
山
の
天
気
と
か
遭
難

に
関
す
る
各
山
岳
団
体
の
体
験
を
聞
い

て
参
考
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

第
１
回
山
の
気
象
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

昭
和
３２

（１
９
５
７
）
年
６
月
、
気
象

庁
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
盛
会
裡
に
終

了
。
た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
。
こ
う

い
う
会
を
今
後
も
継
続
的
に
開
い
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
、
会
終
了

後
、
気
象
庁
山
岳
部
と
は
別
の

「山
の

気
象
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
研
究

会
は
山
の
気
象
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
他
、

気
象
遭
難
防
止
の
た
め
の
活
動
も
行
な

う
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
気
象
学
会
か

ら
も
、
こ
の
会
は
山
の
気
象
遭
難
を
防

ぐ
た
め
に
有
効
だ
か
ら
と
　
気
象
学
会

の
分
科
会
の
形
で
行
な
う
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。

創
立
直
後
の
１０
年
間
く
ら
い
は
研
究

会
の
活
動
は
活
発
で
、
年
１
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
他
、
２
、
３
名
の
講
師
を

囲
ん
で
の
研
究
会
例
会
、
地
上
天
気
図

の
書
き
方
・見
方
の
講
習
会
、
「山
の
気

象
講
習
会
、
雪
崩
講
習
会
」
、
ま
た
、
山

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

を
歩
き
な
が
ら
雲
の
見
方
、
雲
と
天
気

図
と
の
関
係
を
教
え
る
懇
親
山
行
な
ど

多
く
の
行
事
が
催
さ
れ
た
。

研
究
会
と
し
て
も
、
山
の
気
象
知
識

の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
『山
の
気
象
Ｉ
、

Ⅱ
』
を
発
行

（昭
和
３６
、

３９
年
）
し
た
。

平
成
３

（１
９
９
１
）
年
に
は
、
日
本

気
象
学
会
、
日
本
山
岳
会
の
推
薦
を
得

て
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
も
受
賞
し
た
。

山
の
気
象
研
究
会
の
役
割
は
、　
一
般

登
山
者
や
研
究
者
の
山
と
気
象
に
関
す

る
調
査
、
研
究
の
発
表
、
討
論
の
他
、

気
象
学
会
や
雪
氷
学
会
で
論
ぜ
ら
れ
る

難
し
い
話
を
、
登
山
者
に
も
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
も
ら
っ
た
り
、
解
説
し
て

も
ら
っ
て
、
専
門
家
と
登
山
者
と
の
中

間
的
な
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
、
ラ
ジ
オ

を
聞
い
て
書
く
地
上
天
気
図
の
書
き
方

と
見
方
、
と
く
に
気
象
遭
難
に
遭
わ
な

い
よ
う
な
事
前
の
予
測
の
講
習
に
あ
っ

た
。し

か
し
創
立
以
来
５０
年
も
た
つ
と
、

会
を
運
営
す
る
役
員
た
ち
の
高
齢
化
で
、

年
１
回
の
「山
の
気
象
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
開
催
だ
け
が
や
っ
と
と
い
う
有
様
に

な
っ
た
。
ま
た
今
で
は
、
天
気
図
を
書

か
な
く
と
も
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
は

頻
繁
に
天
気
予
報
や
解
説
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
携
帯
電
話
で
も
最
新
の
情
報

が
随
時
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

講
習
会
を
開
い
て
も
人
が
集
ま
ら
な
く

な
っ
た
。
昔
の
よ
う
に
勉
強
し
て
ま
で
　
６

山
へ
行
こ
う
と
い
う
人
は
少
な
く
な
っ
　
褥

た
し
、
い
ざ
と
な
れ
ば
携
帯
電
話
で
助

け
を
呼
べ
る
と
い
う
利
便
さ
も
ア
ダ
と

な
っ
て
い
た
。
こ
う
い
う
情
勢
に
な
っ

た
の
で
、
研
究
会
の

一
つ
の
役
割
は
終

わ
っ
た
と
み
て
閉
会
す
る
こ
と
に
し
た

（な
お
閉
会
後
も
研
究
会
内
の
有
志
に

よ
る
小
規
模
の
座
談
会
は
別
に
計
画
さ

れ
て
い
る
）
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
日
本
山
岳
会
の

方
々
に
は
、
講
師
派
遣
な
ど
で
多
く
の

方
に
来
会
い
た
だ
く
な
ど
、
長
年
に
わ

た
っ
て
後
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
た
い
。

小岩清水氏による演題の解説
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with the authors'compliments and regards.

Volume I of the "Results"

is accompanied by an Atlas, containing the following

plates:

Pesented

b. Alluvial high grounds in the Sindh, Panjab

7. The peaks and glaciers ofthe Sasser pass in Tibet

8. The Kunda range in the Nilgiris

9. Leh, the capital of Ladak

10. The Chorkonda glacier in Balti, Tibet.

1. Gaurisankar or Mount Everest in the Himalaya

2. The summit of Kanchinjinga in the Himalaya

3. The Satlej valley in the Himalaya

4. a. The saltlake Tso Mitbal in Tibet

b. The saltlakc Tso Gam in Tibet

5. Cane suspension bridge in the Khassia hills

Her Majesty has been

シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の

テ
キ
ス
ト
が
見
つ
か
り
ま
し
た

松
崎
中
正

か
ね
て
捜
索
中
の
三
冊
が
よ
う
や
く

見
つ
か
り
ま
し
た
。
「積
ん
読
」
ど
こ
ろ

か
仕
舞
い
失
く
す
と
は
、
お
恥
ず
か
し

い
次
第
で
す
。
大
切
に
し
過
ぎ
た
と
、

お
許
し
く
だ
さ
い
。

テ
キ
ス
ト
は
全
部
で
四
巻
か
ら
成

っ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

第
四
巻
が
欠
け
て
い
ま
す
。
第

一
、
第

二
巻
の
表
紙
は
改
装

で
す
が
、
第
二
巻
は

恐
ら
く
原
装
で
す
。

外
観
で
興
味
あ
る

点
を
二
つ
記
し
て
お

き
ま
す
。
ま
ず
、
第

一
、
第
二
巻
の
表
見

返
し
に
著
者

（複
数

形
）
の
献
辞
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
大
変

美
し
い
カ
リ
グ
ラ
フ

ィ
ー
で
す
。
第

一
巻

の
方
が
詳
し
い
の
で
、

そ
の
写
真
と
読
み
を

掲
げ
ま
す
。
（写
真
①
、

②
）
ご
覧
の
通
り
、

ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
が

お
喜
び
だ
と
著
者
は

得
意
で
す
。

ア
ト
ラ
ス
に
も
女

王
に
捧
げ
る
と
の

一

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
″目
ｏ
Ｂ
①
Ｚ
①■
の
″

② ①の読み① 第一巻の表見返しの献辞
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の
編
集
長
と
は
ど
ん
な
人
で
し
ょ
う
か
。

次
は
、
第
二
巻
の
扉
に
押
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
ラ
イ
オ
ン

・
ラ
ン
パ
ン
ト
勢

い
獅
子
の
紋
章
で
、
冠
を
か
ぶ
っ
て
尾

に
鈴
？

を

つ
け
た
ラ
イ
オ
ン
が
愛
嬌

で
す
。
（写
真
③
）

見
つ
か
っ
て
さ
っ
そ
く
平
山
会
長
に

連
絡
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
水
野
勉
さ
ん

と
松
田
雄

一
さ
ん
が
お
見
え
に
な
っ
て
、

図
書
室
に
納
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

薬
師
義
美
さ
ん
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
ら
、
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

な
お
、
松
田
さ
ん
に
よ
り
ま
す
と
、

英
国
か
ら
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
コ
ピ
ー
が

入
手
で
き
た
と
か
。
い
ず
れ
テ
キ
ス
ト

の
内
容
は
水
野
さ
ん
が
詳
し
く
ご
紹
介

く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
。

か
わ
い
い
ラ
イ
オ
ン
や
著
者
の
能
筆

を
死
蔵
し
て
シ
ミ
の
餌
に
し
て
し
ま
っ

て
は
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③ 第二巻の扉に押された紋章

大

峯

奥

駈

道

七

十

五

靡

森
沢
義
信
著

Ａ
５
判

〓
〓

二
頁

二
九
四
〇
円

佐
伯
邦
夫
著
　
　
　
　
　
　
　
四
六
判

二
六
八
頁

一
九
九
五
円

立
山
、
黒
部
、
剣
、
白
馬
、
毛
勝
な
ど
北
面
か
ら
の
新
鮮
な
登
山
紀
行
。

吉
野
か
ら
熊
野
へ
究
極
の
山
岳
修
験
の
山
道
と
行
場
を
克
明
に
紹
介
。

富
山
湾
岸
か
ら
の
北

ア
ル
プ
ス

旗

振

り

山

柴
田
昭
彦
著
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
５
判

三
二
八
頁

三
〇
〇
〇
円

旗
山
、
音口
旗
山
、
相
場
振
（そ
ば
ふ
り
）山
、
相
場
山
な
ど
の
研
究
と
案
内
。

森

林

は

モ

リ

や

ハ

ヤ

シ

で

は

な

い

四
手
丼
綱
英
著
　
　
　
　
　
　
四
六
判

二
人
八
頁

二

一
〇
〇
円

里
山
の
名
付
け
親

・
九
五
歳
を
過
ぎ
た
森
林
生
態
学
者
の
魂
の
語
り
。

世

界

の

屋

根

に

登

っ

た

人

び

と

酒
丼
敏
明
著
　
　
　
　
　
　
　
四
六
判

二

一
六
頁

二

一
〇
〇
円

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ン
デ
ス
…
…
遥
か
な
る
高
地
に
魅
せ
ら
れ
た
人
び
と
。

日本全国4000山の情報を網羅 !

新 日本 山岳誌
日本山岳会・責任編集十 日本山岳会創立百周年記念出版

菊判 (19曖頁)上製/クロス装/カバ■掛け/函入り 18,9コ円

二難翌雲栞9桑諄喜ナカニシヤ出版搬 8;::;う ::8:3:
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支
部

だ
よ
り

日
口
聞
■

梅
雨
払
い
山
行
―
鳥
海
山

６
月
は
梅
雨
の
季
節
、
山
は
雨
の
日

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
当
支
部
の
６
月

山
行
は
梅
雨
払
い
山
行
と
称
し
て
い
る
。

今
年
、
６
月
２４
～
２５
日
の
鳥
海
山
梅

雨
払
い
山
行
は
、
い
つ
も
と
は
趣
向
を

変
え
、
七
夕
会
と
の
共
催
と
し
た
。
七

夕
会
と
は
、
主
に
、
近
隣
各
支
部
の
有

志
会
員
に
よ
る
年
に
１
度
の
交
流
登
山

会
で
あ
る
。

参
加
者
は
、
千
石
支
部
長
は
じ
め
当

支
部
会
員
、
青
森

・
岩
手
各
支
部
会
員
、

そ
れ
に
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

中
川
武
会
員
な
ど
１６
名
で
あ
る
。

当
日
は
鳥
海
山
麓
、
Ｊ
Ｒ
遊
佐
駅
に

集
合
の
後
、
さ
っ
そ
く
ニ
ノ
滝
駐
車
場

か
ら
宿
泊
地
の
万
助
小
屋
へ
向
か
っ
た
。

梅
雨
と
は
名
ば
か
り
の
よ
う
な
好
天
に
、

一
行
の
足
取
り
も
軽
く
、
小
屋
に
は
１６

時
ご
ろ
着
い
た
。
付
近
に
は
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
が
咲
き
誇
り
、
間
近
に
雪
渓
を
仰

ぐ
標
高
１
０
０
０
陣
川
の
別
天
地
で
あ
る
。

夕
食
会
は
満
天
の
星
空
の
も
と
、
鍋

を
囲
ん
で
野
外
で
開
か
れ
た
。
本
支
部

間
の
意
見
交
換
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報

告
、
そ
の
合
間
あ
い
ま
に
、
歌
や
詩
吟

が
と
び
出
す
。
こ
こ
に
、
喝
采
を
受
け

た
菊
地
岩
手
支
部
長
の
即
興
を
紹
介
し

よ
う
。

二
月
雨
の

残
雪
の
こ
る

烏
海
出

翌
日
も
快
晴
。
雪
渓
の
上
を
約
３
時

間
ほ
ど
登
り
、
鳥
海
湖
南
岸
に
着
い
た
。

花
々
の
開
花
は
も
う
じ
き
と
い
っ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
湖
面
は
未
だ
雪
と
氷
に
埋

も
れ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
休
憩
し
、

１０
時
、
下
山
に

取
り
か
か
る
。
実
は
、
こ
の
下
山
ル
ー

ト

「南
ノ
コ
マ
イ
左
岸
ぞ
い
」
こ
そ
、

青
森
支
部
の
高
橋
毅
会
員
が
推
薦
す
る

コ
ー
ス
で
あ
り
、
今
回
山
行
の
メ
イ
ン

コ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。

雪
渓
を
滑
り
、
千
畳
平
を
横
切
っ
て

し
ば
ら
く
下
る
と
、
や
が
て
凄
ま
じ
い

轟
音
と
と
も
に
、
南
ノ
コ
マ
イ
上
流
部

が
脚
下
深
く
見
え
て
く
る
。
豪
壮
か
つ

強
烈
な
雪
ど
け
水
の
ほ
と
ば
し
り
、
そ

れ
は
下
流
に
下
る
に
つ
れ

一
層
華
々
し

く
、
加
え
て
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
滝
の
連

続
と
な
る
。
龍
頭
ノ
滝
、
三
ノ
滝
、
三

ノ
滝
、
終
点
近
い

一
ノ
滝
手
前
の
橋
を

対
岸
に
渡
り
、

１５
時
、
全
員
元
気
に
駐

車
場
に
着
い
た
。

鳥
海
湖
か
ら
下
る
こ
と
５
時
間
の
ハ

ー
ド
な
コ
ー
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
見
ご

た
え
十
分
、
さ
す
が
推
薦
コ
ー
ス
と
納

得
す
る
。
梅
雨
期
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
晴

れ
渡

っ
た
鳥
海
山
で
、
七
夕
会
と
の
交

流
を
深
め
た
梅
雨
払
い
山
行
で
あ
っ
た
。

（三
宅

泰
）

森
づ
く
り
育
林
作
業

平
成
１３
年
お
よ
び
国
際
山
岳
年
を
記

念
し
、

１４
年
に
植
樹
し
た
宮
崎
支
部
森

づ
く
り

（三
カ
所
の
フ
ィ
ー
ル
ド
）
の

育
林
作
業
も
５
年
目
に
な
っ
た
。

６
月
１８
日
、

２１
名
の
参
加
者
は
、
雨

が
残
る
な
か
、
６
時
、
宮
崎
市
を
出
発
。

ま
ず
最
初
の
フ
ィ
ー
ル
ド
、
西
都
市
の

「
ロ
キ
シ
ー
ヒ
ル
の
森
」
に
向
か
う
。
こ

こ
は
地
元
の
図
師
さ
ん
の
私
有
林
で
、

１５
初
の
杉
林
を
少
し
ず
つ
切
り
開
き
、

森
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
る
。
ロ
グ
ハ

ウ
ス
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
多
く
　
８

の
団
体
が
森
林
学
習
の
場
と
し
て
も
活
　
態

用
し
て
お
り
、
宮
崎
支
部
も
そ
の

一
角

に
植
樹
し
て
い
る
。

作
業
を
始
め
る
頃
に
は
雨
も
止
み
、

絶
好
の
下
草
刈
り
日
和
と
な
っ
た
。
植

栽
し
て
間
も
な
い
頃
は
笹
が
多
か
っ
た

が
、
手
入
れ
の
せ
い
か
今
は
萱
が
繁
茂

し
て
い
る
。
活
着
の
悪
か
っ
た
所
は
補

植
し
て
お
り
、
小
さ
な
苗
木
が
あ
る
も

の
の
、
だ
ん
だ
ん
林
に
向
か
っ
て
成
長

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
若
木
が

数
本
軒
並
み
胸
高
位
で
折
ら
れ
て
い
る
。

誰
の
仕
業
か
と
い
ぶ
か
っ
た
が
、
鹿
の

仕
業
だ
と
知
る
。
全
国
的
に
鹿
の
害
が

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

鳥海山の万助小屋で。後方、笙 (し ょう)ヶ 岳

宮
崎
支
部

膊
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問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
か

と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る
。
虫
害
で
倒

れ
て
い
る
の
も
あ
り
、
や
は
り
樹
木
は

大
自
然
の
な
か
で
は
試
練
が
多
い
。
１

時
間
１５
分
で

一
気
に
作
業
し
、
山
は
見

違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た
。　
一
人

ひ
と
り
の
力
の
結
集
の
結
果
で
あ
る
。

疲
れ
た
体
に
鞭
打

っ
て
、
次
の
フ
ィ

ー
ル
ド
、
田
野
町
の

「田
野
の
森
」
に

向
か
う
。
約
１
時
間
３０
分
の
移
動
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
作
業
の
頃
に
は
、
晴
れ

て
日
差
し
も
強
く
な
る
。
や
は
り
早
朝

か
ら
の
行
動
が
正
解
で
あ
っ
た
。
予
定

し
て
い
た
作
業
を
１
時
間
で
終
え
、
眼

下
に
広
が
る
宮
崎
平
野
を
な
が
め
な
が

ら
昼
食
を
と
り
、
帰
路
に
つ
い
た
。

（前
原
満
之
）森づくり育林作業での下草刈りのようす

&脳「edFche・ 5δ

山地の虫刺され対策

秦 和寿

山では予期せぬ虫刺されに遭遇することがある。

山へ行く前から病害昆虫類の情報を得ておけ|ジ
エックにならないですむ。丹沢でのこと、女性の

登山シャツが10cm2ほ ど血液で汚れている。ヤマ

ビルである。ヤマビルに吸着されても、痛くも痒

くもないので、本人はわからず他人からの指摘で

気づき慌てる。山での害虫情報を頭に入れておく

必要がある。

ここでは四季の害虫カレンダーを記す。4～ 5

月にかけ低山では、顔の前、特に日の付近に小さ

な黒い虫がまとわりつく。手で追い払っても執拗

にくる。実に不快だ。この虫はメマトイというコ

バエの 1種で、涙を話めにくるのである。

少し高度を上げると、今度はブユである。4～

10月 まで発生する。頭の付近を10匹以上が飛び

まわる。実にやっかいである。ブユは蚊の様に吸

血するのでなく、まず皮膚を回器で噛み血液が出

たところで話めるのである。都会人はブユの噛傷

の経験が少ないので、赤く腫れあがるのが特徴だ。

数日間アレルギー反応で苦しむ。ブユが異常に多

い場合、クマなどの野生動物がいる場合もある。

この時期、北海道などではヤブカが一斉に襲って

くることがある。

同じ時期、スズメバチとマダニが問題となる。

地中の巣に振動を与えると、スズメバチの襲撃を

受けることがある。身体を低く避けることが賢明

だ。万一刺されたら、水で良く洗い冷やす。さら

に虫刺され用の軟膏を塗布する。アンモニア類で

なく、ステロイド含有の虫刺され軟膏を持参する

ことが必要だろう。マダニも実に厄介である。藪

歩きをすると寄生されることがある。しっかりと

吸着されると、むしりとっても口器が皮膚に残る。

無理やり取らず、ベンジン等をぬり、ゆっくりと

取り除くことになる。外科的処置だと大きく皮膚

を除去する。マダニが媒介するライム病は国内で

は病原性が弱く問題とならないが、日本紅斑熱を

起こすリケッチア症は散発しているので、大きな

紅斑が皮膚にでたときは治療が必要だ。

山里では春と秋に恙虫病の発生も知られる。山

の柴刈りや山菜取りで、ダニの 1種であるツツガ

ムシに寄生され感染がおきる。刺口と発熱が特徴

だ。蛇毒ではマムシが問題である。噛まれたら早

急に医師の治療を受けることにつきる。自分で思

い込みの切開などしてはいけない。冒頭のヤマビ

ルは発生地域が限定される。忌避剤や塩を使用し

ているが、多数生息している場合、完全に防御す

ることは不可能だ。

防虫対策は、帽子、長袖、長ズボン等の着衣と

虫刺され軟膏及び忌避剤等が欠かせない。単なる

山歩きでなく、自然保護など山林で藪の中に入る

ときは、しっかりした害虫対策が望まれる。防虫

対策をすることによリパニックにならないですむ。
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平
成
１８
年
度
第
２
回
　
支
部
長
会
議

５
月
の
総
会
に
続
き
、
本
年
度
２
回

日
と
な
る
支
部
長
会
議
が
上
高
地
の
山

研
で
７
月
１
～
２
日
、
開
催
さ
れ
た
。

上
高
地
の
山
研
を
訪
間
し
た
こ
と
の
な

い
支
部
長
も
お
り
、
山
研
を
理
解
す
る

意
味
の
あ
る
機
会
と
な
っ
た
。

初
日
に
、
な
ぜ

「上
高
地
山
荘
」
と

呼
ば
な
い
で
、
「上
高
地
山
岳
研
究
所
」

と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
か
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「そ
の
歴
史
と

今
後
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
資
料
に
よ

っ
て
山
研
委
員
が
提
示
、
環
境
に
優
し

い
ミ
ニ
水
力
発
電
実
験
設
備
の
特
長
と

苦
心
談
が
森
武
昭
氏
か
ら
静
か
に
紹
介

さ
れ
格
調
高
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
雰
囲

気
の
な
か
、
各
支
部
の
活
動
報
告
が
な

さ
れ
た
。

圧
巻
は
２
日
目
の
午
前
中
で
あ
っ
た
。

松
田
雄

一
氏
の
特
別
講
演

「日
本
山
岳

会
の
伝
統
」
は
、
『百
年
史
』
編
集
に
９０

生
ロ

周
年
の
と
き
か
ら
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た

だ
け
に
、
活
字
に
で
き
な
か
っ
た
裏
面

史
に
も
触
れ
て
、
二貝
重
な
思
索
の
時
間

と
な
っ
た
。
静
か
な
山
研
で
重
厚
な
日

本
山
岳
会
の
先
人
の
足
跡
を
知
ら
さ
れ
、

現
在
の
新
し
い
会
員
に
年
輪
の
重
さ

・

精
神
の
系
譜
を
ど
の
よ
う
に
伝
承
し
た

ら
よ
い
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
間
自
答

し
た
時
間
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
内
容

を
私
の
メ
モ
か
ら
ひ
ろ
っ
て
み
た
。

●
松
方
二
郎

「支
部
は
ブ
ラ
ン
チ
で
は

な
い
。
ザ

・
ロ
ー
カ
ル

・
セ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
支
部
独
自
の
山
岳
文
化
は
崇

高
な
も
の
で
あ
る
」

●
桑
原
武
夫
氏
の
よ
う
な
、
素
晴
ら
し

い
活
動
を
さ
れ
た
先
人
が
名
誉
会
員
に

な
っ
て
い
な
い
。
会
則
上
で
、
制
度
上

で
ミ
ス
は
な
か
っ
た
か
。

●
大
正
９
年
に
会
員
番
号
が
で
き
て
い

フ（）。
●
支
部
長
全
員
が
評
議
員
だ

っ
た
時
代

も
あ
る
。

・
評
議
員
は
理
事
の
下
と
い
う
考
え
方

も
あ

っ
た
。

・
初
期
の
日
本
山
岳
会
に
は
、
日
本
中

の
名
士
の
多
く
が
入
会
し
、

１０
年
以
上

も
継
続
し
て
い
る
。

●
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
相
の
影
響

か
、
日
本
山
岳
会
の
運
営
も
当
時
は
の

ん
び
り
し
て
い
る
。

●
マ
ナ
ス
ル
後
の
５０
年
に
つ
い
て
。

こ
れ
ら
の
項
目

一
つ
に
つ
い
て
話
し

あ
っ
て
も
数
時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

支
部
長
会
議
の
重
み
を
感
じ
た
の
は
私

一
人
で
は
あ
る
ま
い
。
今
回
の
上
高
地

で
の
支
部
長
会
議
に
副
支
部
長
が
出
席

さ
れ
た
８
支
部
は
、
今
後
の
人
脈
と
し

て
良
い
経
験
を
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
日
の
議
題
に
入
る
前
に
、

橋
本
龍
太
郎
元
首
相
の
訃
報
が
も
た
ら

さ
れ
、
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。

私
は
暑
さ
に
弱
く
、
夜
、
穂
高
の
部

屋

（８
名
が
寝
て
い
た
）
か
ら
外
気
に

触
れ
よ
う
と
思

っ
て
、
そ
っ
と
廊
下
に

出
た
。
汗
を
か
い
て
３
回
も
部
屋
を
出

た
。
そ
の
つ
ど
、
ス
リ
ッ
パ
が
き
ち
ん

と
揃
え
て
あ
る
の
に
気
づ
く
。
誰
か
が

気
を
つ
け
て
い
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る

う
。
ふ
と
、
支
部
長
会
議
の
品
格
を
感

じ
た
。

雨
の
上
高
地
で
あ
っ
た
が
、
非
常
に

充
実
し
た
２
日
間
と
な
っ
た
。
今
後
の

課
題
も
多
く
検
討
さ
れ
、
支
部
の
会
員

に
少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
伝
え
た
い
、

そ
し
て
も

っ
と
山
研
を
活
用
し
な
け
れ

ば
…
…
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
た
。

最
後
に
、
汗
を
か
き
な
が
ら
食
事
の

世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
坂
本
正
智
山

研
委
員
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
に

厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

（北
海
道
支
部
長
　
新
妻

徹
）

神
津
島
自
然
観
察
会

６
月
３
～
４
日
、
神
津
島
自
然
観
察

会
を
行
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
東
京
近

郊
の
ほ
か
、
新
潟

・
長
野

・
岐
阜

・
関
　
ｏ

西

・
熊
本
支
部
と
全
国
か
ら
２０
人
だ
。
　

褥

不
思
議
な
も
の
で
、
砂
漠
化
し
た
地

形
と
湿
地
帯
が
、
山
上
に
共
存
し
て
い

る
。
ピ
ン
ク

（と
き
）
色
の
可
憐
な
ト

キ
ソ
ウ
、
白
い
花
の
ヤ
マ
ト
キ
ソ
ウ
に

出
合

っ
た
湿
地
の
千
代
池
、
裏
砂
漠
、

表
砂
漠
に
こ
ん
も
り
と
小
山
状
に
点
在

す
る
大
島
ツ
ツ
ジ
。
ど
ち
ら
も
、
山
項

付
近
で
あ
る
。

神
津
島
の
天
上
山

（５
７
２
房
）
は

低
い
山
な
の
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「花
の
百

名
山

（オ
オ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
）」
に
選
ば
れ

た
だ
け
あ
り
、
不
思
議
な
植
生
の
山
で

あ
る
。
池
は
、
雨
水
が
た
ま
り
、
乾
く

と
干
上
が
る
窪
地
で
、
夏
に
池
の
水
が

ヽ―
●‐書‐

′「 コ

・ｉ
川

≡
里

Ｅ
Ⅸ

査
十

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

自
然
保
護
委
員
会
―

―
―
―
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引
き
始
め
る
と
い
っ
せ
い
に
芽
を
出
し

花
を
咲
か
せ
る
イ
ズ
ノ
シ
マ
ホ
シ
ク
サ
、

サ
ワ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
。
ス
ギ
ゴ
ケ
、
ミ
ズ

ゴ
ケ
が
育
つ
湿
地
。　
一
方
、
流
紋
岩
が

砕
け
て
砂
に
な
り
、
冬
の
強
風
で
砂
が

集
ま
り
、
砂
漠
と
な
り
、
緑
が
美
し
い

オ
オ
シ
マ
ハ
イ
ネ
ズ
、
矮
小
化
し
た
ク

ロ
マ
ツ
、
ハ
コ
ネ
コ
メ
ツ
ツ
ジ
が
育
つ
。

大
学
院
時
代
に
こ
の
島
の
植
物
の
研

究
を
さ
れ
た
岐
阜
大
学
の
西
條
先
生
は

じ
め
、
植
物
に
詳
し
い
皆
さ
ん
か
ら
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
南
の
島

な
の
に
、
東
京
よ
り
温
度
が
低
い
。

港
か
ら
神
津
島
在
住
の
ガ
イ
ド
２
人

の
案
内
を
受
け
る
。
黒
島
登
山
ロ
ヘ
車

道
を
歩
く
が
、
道
路
脇
の
大
島
桜
の
サ

ク
ラ
ン
ボ
、
カ
ジ
イ
チ
ゴ
、
八
丈
イ
チ

ゴ
、
桑
の
実
を
次
々
に
口
に
入
れ
る
。

お
い
し
い
。
高
曇
り
で
山
項
を
覆

っ
て

い
た
雲
が
、
ど
ん
ど
ん
上
へ
上
が
っ
て

ゆ
く
が
、
山
上
の
周
回
コ
ー
ス
は
、
雲

の
中
。
下
は
晴
れ
て
い
て
も
、
い
つ
も

霧
に
包
ま
れ
て
い
る
天
上
山
は
、
そ
れ

ゆ
え
に
豊
か
に
植
物
が
育
つ
。
登
山
道

脇
の
土
手
に
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ジ
ュ

ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ
が
生
え
て
い
る
。
湿
度

と
強
風
、
こ
の
二
つ
が
特
徴
的
で
あ
る
。

林
の
中
に
は
、
ヒ
メ
ト
ケ
ン
ラ
ン
が
た

く
さ
ん
咲
い
て
い
る
。
項
上
付
近
に
は
、

サ
ク
ユ
リ

（島
で
は
、
シ
ャ
ク
ユ
リ
）

が

一
面
に
。
花
が
咲
く
７
月
は
、
よ
い

匂
い
に
包
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。
リ
ョ
ウ

ブ
の
林
を
歩
い
て
宿
ま
で
下
る
。

４
日
、
朝
食
前
に
散
歩
し
て
訪
ね
た

お
寺
、
島
民
の
ほ
と
ん
ど
が
菩
提
寺
と

し
て
い
る
濤
響
寺
の
お
墓
に
供
え
ら
れ

た
花
の
美
し
い
こ
と
、
島
で
は
、
毎
朝

お
墓
に
家
で
育
て
た
お
花
を
供
え
る
の

が
慣
わ
し
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
心
優

し
く
う
る
わ
し
い
。

午
前
中
に
赤
崎
遊
歩
道
に
出
か
け
る
。

温
泉
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
く
バ
ス
が

（乗

客
は
私
た
ち
だ
け
）
、も

っ
と
先
の
赤
崎

遊
歩
道
ま
で
乗
せ
て
く
れ
た
。
島
の
人

の
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
が
嬉
し
い
。

遊
歩
道
は
、
海
の
岩
場
に
木
で
組
ま
れ

た
は
し
ご
と
歩
道
が
延
々
と
続
く
。
ハ

マ
ユ
ウ
、
イ
ソ
ギ
ク
、
ア
シ
タ
バ
が
道

沿
い
に
生
え
て
い
る
。
名
前
の
つ
い
た

い
る
ん
な
岩
を
見
な
が
ら
、
温
泉
ま
で

戻
る
。
２
日
間
、
充
実
し
た
観
察
会
を

満
喫
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。（河

野
直
子
）

探
索
山
行
「富
士
山
の
植
生
を
探
る
」

７
月
１５
～
１６
日
、
探
索
山
行
を
実
施

し
た
。
参
加
者
は
４９
名

（会
員
２８
、
会

員
外
２１
）
で
あ
っ
た
。

１５
日
、
バ
ス
の
中
で
、
講
師
の
石
井

誠
治
会
員
（森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

樹
木
医
）
よ
り
、
車
窓
か
ら
見
え
る
樹

木
や
地
形
の
解
説
を
受
け
る
。

５
合
日
の
小
御
岳
神
社
で
は
、
富
士

山
が
４
層
の
火
山
で
成
り
立

っ
て
い
る

こ
と
、
足
元
の
岩
が
約
１０
万
年
前
の
小

御
岳
火
山
の

一
部
で
あ
る
こ
と
に
感
じ

入
っ
た
。
そ
の
カ
ラ
マ
ツ
の
林
で
昼
食

後
、
標
高
約
２
４
０
０
い
月
の
森
林
限
界

を
縫
う
お
中
道
を
西
に
た
ど
り
、
植
物

の
様
子
を
観
察
し
た
。

お
中
道
は
カ
ラ
マ
ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
、
養
分
に
乏
し

く
、
水
分
も
少
な
い
環
境
の
厳
し
い
場

所
に
根
を
は
れ
る
樹
木
の
限
界
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
上
は
高
山
帯
で
あ
り
、
荒
涼

と
し
た
火
山
荒
原
を
オ
ン
タ
デ
が
、
乏

樹齢1000年 のオオシマツツジ (常に強風が吹いているた
め1000年経っても背丈は伸びない)

し
い
水
分
の
縄
張
り
争
い
の
結
果
、
ま

る
で
畑
に
植
え
ら
れ
た
よ
う
な
間
隔
で
、

点
々
と
項
上
に
向
か
っ
て
生
え
進
ん
で

い
る
様
子
を
観
察
し
た
。
そ
の
遺
骸
が

積
も
り
、
僅
か
の
土
壌
が
出
来
た
と
こ

ろ
に
カ
ラ
マ
ツ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
な

ど
の
幼
樹
が
生
え
て
い
る
。
そ
れ
が
成

長
し
て
成
木
に
な
る
の
は
、
火
山
礫
の

移
動
や
劣
悪
な
気
候
条
件
の
た
め
か
な

り
の
困
難
を
伴
う
だ
ろ
う
。
地
面
に
這

い
陣

っ
た
老
カ
ラ
マ
ツ
や
、
東
側
に
し

か
枝
の
つ
か
な
い
風
衝
木
に
、
こ
の
辺

り
の
冬
の
西
風
の
強
さ
を
思

っ
た
。
積

雪
で
押
し
曲
げ
ら
れ
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
の

姿
を
見
た
あ
と
、
御
庭
で
は
側
火
山
の

J聾ね韓 樹:」彊議1性ウェック・トレック
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噴
火
口
に
目
を
見
張

っ
た
。
精
進
湖
方

面
に
向
か
っ
て
多
く
の
側
火
山
が
点
々

と
連
な
る
景
色
か
ら
、
プ
レ
ー
ト
の
押

し
合
い
に
よ
る
富
士
火
山
の
活
動
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
た
。

予
定
で
は
、
３
合
目
ま
で
の
針
葉
樹

林
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
時

間
不
足
の
た
め
変
更
。
バ
ス
で
山
梨
県

環
境
科
学
研
究
所
に
向
か
う
。
こ
こ
で
、

所
員
か
ら
富
士
山
の
成
立
、
動

・
植
物

の
種
類
や
分
布
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
。

忍
野
の
宿
舎
で
は
、
夕
食
後
も
石
井

講
師
を
囲
ん
で
熱
心
な
質
疑
応
答
が
楽

し
く
続
い
た
。

１６
日
は
大
雨
で
あ
っ
た
が
、
バ
ス
で

奥
庭
ま
で
入
る
。
雨
が
止
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
３
合
目
ま
で
の
亜
高
山
帯
で
シ
ラ

ビ
ソ
と
コ
メ
ツ
ガ
の
林
を
観
察
し
た
。

コ
ケ
に
覆
わ
れ
た
林
床
が
暗
く
見
え
る

ほ
ど
針
葉
樹
が
茂

っ
た
地
域
で
は
、
森

が
強
風
を
防
ぎ
日
影
を
与
え
、
コ
ケ
が

水
分
を
保
持
す
る
安
定
し
た
関
係
を
観

察
し
た
。
ま
た
、
親
樹
が
倒
れ
て
で
き

た
ギ
ャ
ッ
プ
で
は
、
光
が
射
し
て
世
代

交
代
が
進
む
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
後
、
精
進
国
登
山
道
を

下
り
、
植
生
の
垂
直
分
布
も
観
察
し
た
。

針
葉
樹
林
が
あ
っ
と
い
う
間
に
ブ
ナ
や

ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
林
に
変
化
し
、

青
木
ケ
原
樹
海
付
近
で
は
、
突
然
、
樹

林
の
中
に
ヒ
ノ
キ
の
群
落
が
出
現
し
た

の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
最
後
に
富
士
風

穴
を
見
学
し
て
帰
途
に
着
い
た
。

（末
廣

担
）

創
立
２５
周
年
記
念
事
業

丹
沢
の
麓
、
厚
本
市
の
小
さ
な
中
華

料
理
屋
で

「山
の
仲
間
は
仲
良
く
楽
し

く
や
ら
な
く
ち
ゃ
―
」
と
言
う
発
起
人

の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
９
人
の
小
さ

な
会
は
、
今
年
で
創
立
２５
年
を
迎
え
た
。

会
長
な
し
、
会
則
な
し
、
会
費
な
し
の

運
営
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
毎
回
出
席

を
呼
び
か
け
る
メ
ン
バ
ー
は
、
１
０
０

記念式典の集合写真

短
歌
と
俳
旬

山
の
涼
気
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
克
也

月
出
の
み
ど
り
の
風
が
た
地
よ
く

つ
い
と
手
を
虫
す
受
け
と
め
て
み
る

烏
海
ゆ
雪
決
を
塔
み
Ｌ
靴
広
の
軋
み
の
音
も

い
ま
は
ま
ば
ろ
し

諦
め
し
烏
海
な
れ
ど
む
な
お
く
に
雪
渓
塔
み
Ｌ
軋
み
聞
こ
ゆ
る

烏
海
は
も
は
や
及
ば
ぬ
挙
な
る
か
帯
状
疱
疹
に
何
か
今
わ
れ

滝
壺
よ
り
湧
き
上
る
涼
気
な
に
か
棲
む
知
る
か
知
ら
ぬ
か
対
の
靖
蛉

熊
野
古
道
　
高
野
山
よ
り
熊
野
、
那
智
ヘ

筒
烏
や
町
石
た
ど
る
高
野
み
ち

花
茨
女
人
遍
路
に
越
さ
れ
け
り

二
月
雨
の
老
杉
灌
ぐ
奥
の
院

十
津
川
の
濁
り
ゆ
た
か
に
相
咲
け
る

夕
虹
や
奥
並
け
の
尾
根
雲
を
虫
づ

小
林
碧
郎

果
無
の
出
脈
雲
に
ほ
と
と
ぎ
す

丹
の
言
居
椰
の
大
樹
も
着
葉
し
て

瑠
璃
烏
枠
ぐ
大
門
坂
の
苔
の
橙

枠
ぎ
来
Ｌ
瀧
の
飛
沐
に
荷
を
お
ろ
す

瀧
Ｌ
ぶ
き
享
け
て
本
煙
棒
げ
け
り

名
を
超
え
る
会
に
成
長
し
た
。

そ
の
間
、
会
の
活
動
と
し
て
、
集
会

ご
と
に
古
く
か
ら
丹
沢
を
歩
い
て
お
ら

れ
る
方
々
を
講
師
に
招
き
、
丹
沢
の
歴

史
と
し
て
、
そ
の
と
き
の
話
を
冊
子
『丹

水
』
に
ま
と
め
、
会
の
活
動
記
録
と
と

も
に
、
周
年
記
念
と
し
て
発
行
し
て
お

り
、
今
回
２５
周
年
記
念
で
は
４
号
が
発

行
さ
れ
た
。

記
念
式
典
は
、
４
月
２３
日
、
発
足
の

地
で
あ
る
厚
木
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
な

わ
れ
、
山
岳
会
か
ら
は
田
邊
副
会
長
、

岳
界
か
ら
は
元
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
古
川
純

一
氏

も
出
席
さ
れ
、
会
場
に
花
を
添
え
て
い

た
だ
い
た
。
会
の
歩
み
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

で
紹
介
す
る
な
ど
、
老
若
の
和
や
か
な

交
流
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に
創
立
以
来

２５
年
間
事
務
局
を
引
き
受
け
た
古
谷
氏

に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
な
い
幕
を
開
じ

た
。な

お
５０
回
集
会
は
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
６
月
２４
日
、
日
帰
り
山
行
で
４

コ
ー
ス
か
ら
の
塔
ノ
岳
集
中
登
山
を
行

な
い
、
山
項
で
懇
親
を
深
め
た
。

（大
槻
利
行
）
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図
書
紹
介

服
部
文
祥

・
著

『サ
バ
イ
バ
ル
登
山
家
』

著
者
の
服
部
氏
は
、

９６
年
の
日
本
山

岳
会
青
年
部
Ｋ
２
登
山
隊
で
登
項
を
果

た
し
、
そ
の
後
は
激
し
い
冬
季
登
攀
か

ら
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
山
岳
ス

キ
ー
、
藪
山
、
渓
谷
遡
行
な
ど
、
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
な
登
山
を

「自
ら
の
身
体

能
力
を
最
大
限
に
信
頼
し
、
最
小
限
の

装
備
と
食
料
だ
け
で
挑
む
こ
と
」
に
、

強
い
こ
だ
わ
り
を
持

っ
て
実
践
し
続
け

る
気
鋭
の
登
山
家
だ
。

そ
の

一
方
で
登
山
専
門
誌
の
編
集
を

生
業
と
す
る
、
プ
ロ
の
文
筆
家
で
も
あ

る
。
登
山
界
で
腕
に
覚
え
の
あ
る
人
々

の
水
準
を
遥
か
に
凌
ぐ
、
著
者
の
卓
越

し
た
文
章
能
力
に
、
旧
知
の
間
柄
で
あ

る
私
も
、
今
回
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ

た
。本

書
は
、
手
に
汗
握
り
息
を
呑
む
よ

う
な
山
行
記
も
豊
富
に
綴
ら
れ
て
は
い

る
が
、
狭
い
世
界
の
中
で
記
録
を
発
表

す
る
た
め
に
書
か
れ
た
山
岳
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
範
疇
に
は
収
ま
ら
ず
、　
一

つ
の
文
学
作
品
と
し
て
、
著
者
の
哲
学

を
語
り
尽
く
さ
ん
と
し
た
書
で
あ
る
。

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
言
葉
の
選

び
方
に
は
細
心
の
気
配
り
を
し
た
の
で

あ
ろ
う
、
ひ
た
す
ら
に
読
み
や
す
く
、

熱
い
語
り
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。

〈「野
生
動
物
の
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と

生
ま
れ
て
、
ひ
っ
そ
り
死
ん
で
い
く
。

死
ん
だ
こ
と
す
ら
誰
に
も
確
認
さ
れ
な

い
」
そ
れ
は
僕
が
山
登
り
で
究
極
に
求

め
て
い
る
も
の
の

一
つ
だ

っ
た
〉

こ
の

一
文
に
こ
そ
、
著
者
が
言
わ
ん

と
す
る
こ
と
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
全
て
凝

縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
た
。

2006笙 F・ 6月
みすず書房発行
四六判 257'~
定価 2520円

読
み
始
め
て
間
も
な
く
、
か
の
鉄
人

登
山
家
ワ
ル
テ
ル

・
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
を

想
起
し
た
。
極
限
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
か

ら
究
極
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
ヘ
の
転
進
、
と
い
う
よ
り
昇
華
と
い

う
べ
き
か
、
こ
れ
は
真
の
冒
険
家
に
と

っ
て
永
遠
の
テ
ー
マ
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
れ
を
世
に
問

い
た
い
と
い
う

「自
己
顕
示
欲
」
も
含

め
て
。

内
容
は
充
分
に
濃
い
も
の
の
、
値
段

は
少
し
高
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
間
違

い
な
く
良
書
で
あ
り
、
会
員
諸
兄
姉
に

は
ぜ
ひ

一
読
さ
れ
た
い
。

（熊
崎
和
宏
）

米
倉
久
邦

・
著

『六
十
歳
か
ら
百
名
山
』

昭
和
３９
年
、
新
潮
社
よ
り
深
田
久
弥

氏
の

『日
本
百
名
山
』
が
上
梓
さ
れ
、

そ
の
後
、
百
名
山
を
踏
破
し
た
い
と
い

う
人
た
ち
の
激
増
と
、
山
岳
書
の

一
ジ

ャ
ン
ル
と
し
て
い
わ
ゆ
る
百
名
山
も
の

2006笙手、4月
新潮社発行
B6半」 3519~
定価 1680円

六十歳から百名11:

米倉久邦

が
認
知
さ
れ
、　
一
種
の
社
会
現
象
と
な

っ
た
。
多
少
と
も
登
山
に
関
心
を
持
つ

人
、
若
い
頃
山
登
り
を
し
た
経
験
の
あ

る
人
に
と
っ
て
は
、
深
田
百
名
山
の
中

か
ら
自
分
の
登

っ
た
こ
と
の
あ
る
山
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
れ
ば
、

３０
座
や

４０
座
は
あ
る
に
違
い
な
い
。
も
う
ち
ょ

っ
と
頑
張
れ
ば
百
座
完
登
も
夢
で
は
な

い
と
考
え
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
百
名

山
巡
り
は
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
そ
れ
と

同
時
に
同
じ
山
の
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
と

中
高
年
登
山
者
の
遭
難
が
社
会
問
題
と

も
な
っ
た
。

奇
し
く
も
こ
の
た
び
同
じ
新
潮
社
か

ら
刊
行
さ
れ
た
本
書

『六
十
歳
か
ら
百

カラコルムは、トレッカーを待っていますD

K2・バルトロ氷河ヘリ・フライ上こ麺
コンコルディア着陸12日間磁墾匹曰

出発日:8ノ28・ 9ノ18発 旅行代金 :548,000円

K2・バルトロ氷河  r三ゴ吾副
トレッキング 25日間膠=聾

リ

出発日:8ノ25・ 9ノ8発 旅行代金 :582,000円
国土交通大臣登録旅行業第490号/ω 日本旅行業協会正会員 OttDF曇籠書ロ

月″り争グ
|」

7ノ≒ど:π 』:属書″
西新橋1森ビル2F l雪 03‐ 3503-1911

印
〒105‐0003

1,06‐6444‐ 3033 屋 11,092‐ 715‐ 1557
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名
山
』
は
、
類
書
の
中
に
あ
っ
て
極
め

て
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
の
も
と
に
実
行
さ

れ
た
百
名
山
登
頂
の
記
録
で
あ
る
。

著
者
が
己
に
課
し
た
ル
ー
ル
の

一
つ

は
、

６０
歳
か
ら
２
年
と
期
間
を
限

っ
て
、

し
か
も
、
過
去
に
登

っ
た
こ
と
の
あ
る

山
と
い
え
ど
も
除
外
せ
ず
に
新
た
に
全

山
踏
破
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま

り
、
平
均
す
る
と
週
に
１
座
づ
つ
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
か
な
り
苛
酷

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
言
わ
ぎ
る
を
得
な

い
。
も
う

一
つ
の
ル
ー
ル
は
可
能
な
限

り
難
し
い
ル
ー
ト
か
ら
登
頂
す
る
こ
と

で
あ
る
。

評
者
か
ら
見
て
百
名
山
の
う
ち
、
難

度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
幾
つ
か
の
山
に

つ
い
て
、
著
者
が
採
用
し
た
ル
ー
ト
は

６０
歳
と
い
う
年
齢
に
し
て
は
ほ
と
ん
ど

信
じ
難
い
も
の
で
あ
る

（剣
岳
を
平
蔵

谷
か
ら
ス
キ
ー
で
往
復
、
北
鎌
尾
根
か

ら
槍
ヶ
岳
な
ど
）
。
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が

単
独
行
で
あ
る
。
比
較
的
平
易
な
ル
ー

ト
を
取
る
と
き
で
も
、
そ
の
脚
の
長
さ

は
天
狗
様
の
再
来
か
と
思
わ
せ
る
も
の

が
あ
る

（甲
斐
駒
ヶ
岳
黒
戸
尾
根
日
帰

り
往
復
な
ど
）
。

深
田
氏
の
百
名
山
が
例
え
ば
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
処
女
峰
の
初
登
攀
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
米
倉
氏
の
そ
れ
は
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ト
か
ら
の
初
登
攀
に
例
え

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
正
月
の
冬
富
士

単
独
行
に
始
ま
り
、
２
年
後
の
暮
れ
に

宮
之
浦
岳
単
独
行
で
百
名
山
を
締
め
く

く

っ
た
、
百
編
の
記
録
の
集
大
成
が
本

書
で
あ
る
。
ま
た
、
著
者
個
人
の
記
録

だ
け
で
な
く
、　
一
山
ご
と
に
豊
富
な
逸

話
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
著
者
の
本
業

で
あ
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
本
領
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る

う
。
百
名
山
を
志
す
岳
人
で
は
な
く
と

も
、
本
書
は

一
読
に
値
す
る
も
の
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

（箕
岡
三
穂
）

Ｌ
Ｏ
コ
コ

」′
コ
ｍ
〇
一Ｏ

Ｌ
０
０
バ
０
０
コ

・
一一百

『」′
Ｑ
く
０
コ
計
⊂
「
０
司
．「
０
く
０
一０

一コ
計
〓
０

工
一ヨ
０
一Ｏ
Ｋ
Ｏ
』

６０
余
年
に
わ
た
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
主
と

し
た
探
検
旅
行
記
で
あ
る
。
著
者
は
１

９
５
３
年
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
初
登
頂
に

成
功
し
た
英
国
遠
征
隊
の
裏
方
を
務
め
、

ま
た
５５
年
、
初
登
項
に
輝
い
た
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
隊
の
登
山
隊
員
と
い
っ

た
本
格
派
だ
。
ま
た
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

か
ら
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
ま
で
２０
日

間
か
け
て
初
め
て
単
独
で
歩
き
、
最
近

で
は
０５
年
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
入
り
を
し
て
い

る
。１

９
４
４
年

「ビ
ル
マ
の
丘
と
カ
シ

ミ
ー
ル
・ヒ
マ
ラ
ヤ
」
、

４５
年
と
７６
年
「世

界
の
小
屋
根
、
ラ
ダ
ッ
ク
」
、

５４
年

「
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
と
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
雪

男
」
、

５５
年
か
ら
０２
年
ま
で
４
度
の

「カ

ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
」
、

５４
年

「
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
か
ら
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の

長
旅
」
、

８１
年

「ナ
ン
ダ
・デ
ヴ
ィ
と
ト

リ
ス
ル
」
、

５４
年
と
９８
年

「シ
ェ
ル
パ
の

地
再
訪
」
「シ
ェ
ル
パ
の
村
と
も
て
な

し
」
、

８２
年
と
９３
年

「シ
ッ
キ
ム
、
テ
ン

ジ
ン
と
聖
な
る
谷
」
な
ど
、
時
系
列
的

で
は
な
い
が
、
全
部
で
２９
編
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

探
検
要
素
の
多
い
も
の
、
本
格
的
な

登
山
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
文
化
と
生
活
、
半

世
紀
間
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
環
境

ｏ
人
情

・

生
活
の
変
化
、
再
訪
問
し
た
時
の
テ
ン

ジ
ン
な
ど
、
現
地
に
住
む
人
び
と
と
の

再
会
や
彼
ら
の
反
応
な
ど
興
味
は
尽
き

な
い
。

な
か
で
も
、
今
昔
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
や
ラ
ダ
ッ
ク
訪
間
、
雪
男
や
狼

の
足
跡
の
追
跡
、
中
国
と
の
国
境
紛
争

の
影
響
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
ス
キ
ー
な
ど

が
好
奇
心
を
か
き
た
て
、
ま
た
氷
河
か

ら
流
れ
出
る
冷
水
の
激
流
ド
ゥ
ー
ド

・

コ
シ
を
泳
い
で
徒
渉
す
る
な
ど
、
随
所

に
記
さ
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
面
白

い
。
長
編
、
短
編
が
混
載
し
、
ど
こ
か

ら
読
み
始
め
て
も
気
軽
に
読
め
る
と
こ

ろ
が
良
い
。

人
里
離
れ
た
山
村
、
交
易
路
、
人
物

な
ど
僻
地
を
旅
し
た
人
に
し
か
撮
る
こ

と
が
出
来
な
い
多
く
の
貴
重
な
写
真
は

資
料
的
価
値
も
あ
る
。
惜
し
む
ら
く
は
、

馴
染
み
の
薄
い
地
方
だ
け
に
理
解
を
助

け
る
概
略
地
図
が
も
う
少
し
欲
し
か
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（南
井
英
弘
）

2005年発行
Indus Pubushing

Company(New Den五 )干 1

2565~
Rs.400

“

〕ぶ3LASTRIIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡ください。

彗種アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐0008東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐334‖ 030

大阪/〒 540‐0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号  TEL OG694卜 9111

名古屋/〒 464‐ 0807名古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL052‐78&2422

ｒ
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・
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そ

ユ
ら
｀

。■ 》
ガ孫

■
同
志
社
大
学
山
岳
部
山
岳
会
・
編

『山
そ
の
大
い
な
る
旅
』

―
同
志
社
大
学
山
岳
部
・山
岳
会

８０
年
の
足
跡
―

同
志
社
大
学
山
岳
部

・
山
岳
会

（以

下
Ｄ
Ａ
Ｃ
と
略
）
は
、
１
９
２
５

（大

正
１４
）
年
に
創
設
さ
れ
た
ス
キ
ー
部
に
、

そ
の
原
点
が
あ
る
。
本
書
は
そ
の
８０
年

に
お
よ
ぶ
歴
史
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。美

し
い
多
く
の
写
真
と
と
も
に
、
国

内
外
の
行
動
と
足
跡
、
山
に
逝

っ
た
仲

間
や
先
輩
の
思
い
出
な
ど
の
他
に
膨
大

な
年
表
が
あ
る
。
全
部
で
６
７
０
パ
ー
に

及
ぶ
大
冊
で
あ
り
、
古
い
記
録
を
探
り
、

こ
こ
ま
で
ま
と
め
ら
れ
た
関
係
者
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

同
志
社
大
学
の
校
祖
新
島
襄
は
登
山

を
好
み
、
心
身
を
鍛
え
る
教
育
の
手
段

と
し
て
、
全
校
生
徒
に

「山
河
跛
渉
」

と
名
づ
け
た
登
山
活
動
を
奨
励
し
た
。

こ
の
行
動
が
同
志
社
の
山
登
り
の
原
点

2006生「 5月

同志社大学山岳部・山

岳会発行
AB変型半」 6703~

定価 5000円

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。

同
志
社
で
学
ん
だ
河
口
慧
海
も
そ
の
影

響
を
受
け
た

一
人
で
あ
ろ
う
。

Ｄ
Ａ
Ｃ
の
足
跡
は
、
戦
前
の
千
島
、

台
湾
、
カ
ラ
フ
ト
な
ど
を
は
じ
め
、
戦

後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
も
と
よ
り
、
南
米
ア

ン
デ
ス
、
ア
マ
ゾ
ン
、
ロ
シ
ア
、
中
国

な
ど
世
界
中
に
印
し
て
い
る
。
特
に
外

貨
制
限
厳
し
い
と
き
の
６０
年
の
ア
ピ
、

熱
帯
か
ら
山
麓
ま
で
４３
日
間
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
末
の
サ
イ
パ
ル
を
は
じ
め
、
冬

の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
、
四
姑
娘
峰
、
ナ
ム
ナ

ニ
、
カ
ン
ト
、
さ
ら
に
０２
年
の
西
チ
ベ
ッ

ト
の
秘
峰
カ
キ
ュ
カ
ン
リ
な
ど
の
初
登

頂
な
ど
、
ま
さ
に
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
パ
イ
オ
ニ

ア
ワ
ー
ク
の
発
露
で
あ
る
。
し
か
も
す

べ
て
全
員
無
事
で
、
初
登
項
に
成
功
し

て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
し
、
見
事
で

あ
る
。
ま
た
そ
の
対
象
が
ほ
と
ん
ど
許

可
取
得
の
困
難
な
辺
境
地
域
で
あ
る
こ

と
が
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
着
眼
点
の
す
ば
ら
し

さ
と
、
対
外
交
渉
力
の
す
ご
さ
を
示
し

て
お
り
、
成
果
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。

歴
代
会
長
は
じ
め
関
係
者
の
努
力
に

よ
り
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
は
受
け

継
が
れ
、
多
く
の
後
輩
が
続
い
て
い
る

歴
史
は
、
読
む
者
に
伝
統
の
あ
り
方
を

示
し
、
組
織
は
人
で
あ
る
と
い
う
感
を

深
く
す
る
。
そ
こ
に
は
常
に
未
知
を
求

め
る
夢
が
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
行
動

は
感
動
的
で
す
ら
あ
る
。
巻
末
に
あ
る

「山
岳
部
を
考
え
る
」
と
い
う
座
談
会
は
、

大
学
山
岳
部
が
存
続
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
現
状
を
分
析
し
、
対
策
を
考
え
る

意
味
で
示
唆
に
と
み
、
興
味
あ
る
。

一
山
岳
部

ｏ
山
岳
会
の
歴
史
と
い
う

よ
り
、
我
が
国
の
登
山
史
と
い
う
意
味

か
ら
も

一
読
に
値
す
る
好
個
の
書
で
あ

る
。
Ａ
Ｂ
変
型
判
の
縦
書
き
２
段
で
、

紙
面
が
大
き
く
読
み
や
す
い
の
も
あ
り

が
た
い
。　
　
　
　
　
　
（平
井

一
正
）幸福を呼ぶ鳥  奥野渓石

今
年
も

，
ｔ
】Ｗ
Ｌ

で
会

い
ま
し
ょ
う
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日本の滝(2)一西日本767滝 (ヤ マケイ情報箱)      495pp/21cm
ハンディ地形図25000-槍・穂高 北アルプス南部    224pp/15cm
焼石岳に魅せられて                  180pp/20cm
“烏山房蔵 山岳遭難関係文献、及び岳人の追悼・遺稿文献目録''184pp/26cm

2006

2006

2006

2005

2006

2006

2006

2006

2006

2006

2006

2006

2006

2006
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７
月
理
事
会

日
時
　
７
月
１２
日
　
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

・

田
邊
各
副
会
長
、
吉
永

ｏ贄
田
・石
田
・

篠
崎

。
野
口

・
斎
藤

ｏ
藤
井

・
石
橋

・

古
野
各
理
事
、
山
本

ｏ
竹
中
各
監
事
、

小
倉

・
重
廣

・
今
村
各
常
任
評
議
員

【委
任
】
大
蔵

・
渡
邊
各
理
事

●
議
事
に
先
立
ち
、
平
山
会
長
よ
り
、

本
年
前
半
最
後
の
理
事
会
で
あ
る
が
、

多
く
の
重
要
な
議
案
が
あ
る
の
で
、
十

分
な
審
議
を
お
願
い
し
た
い
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

【審
議
事
項
】

１
　
平
成
１８
年
度
第
１

・
四
半
期
末
の

財
務
状
況
に
つ
い
て

●
収
入
　
５
２
３
３
万
４
４
２
７
円

（対
予
算
　
７ｌ

ｏ
３８
Ｆ
）

・
支
出
　
１
５
４
０
万
４
０
０
６
円

（対
予
算
　
２０

ｏ
７６
「白
）

●
贄
田
財
務
担
当
理
事
よ
り
概
ね
順
調

に
推
移
し
て
い
る
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。

２
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て

平
成
１８
年
６
月
末

●
収
入
　
１
億
３
５
３
万
２
７
８
４
円

●
支
出
　
８
３
５
９
万
８
５
４
４
円

●
（７
月
繰
越
　
１
９
９
３
万
４
２
４

０
円
）

●
吉
永
特
別
会
計
担
当
よ
り
、
本
年
度

末
ま
で
の
支
出
は
１
０
０
年
史
発
行
費

及
び
中
央
分
水
嶺
踏
査
事
業
関
連
費
が

主
た
る
も
の
で
あ
る
。
若
千
の
剰
余
で

決
算
が
で
き
る
と
予
測
し
て
い
る
旨
、

報
告
が
あ
っ
た
。

３
　
支
部
長
会
議
に
お
け
る
質
問
等
に

対
す
る
回
答
内
容
に
つ
い
て

５
月
２０
日
開
催
の
第
１
回
支
部
長
会

議
の
際
に
各
支
部
長
よ
り
質
問
さ
れ
た

事
項
の
回
答
内
容
に
つ
い
て
、
別
紙
に

よ
り
担
当
よ
り
次
の
説
明
が
あ
っ
た
。

●
主
な
質
問
内
容

①
『百
年
史
』
の
配
布
に
つ
い
て

②
「公
益
社
団
法
人
化
」
の
メ
リ
ッ
ト
及

び
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

③
『ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

・
ア
ル
パ
イ
ン
。
ニ

ュ
ー
ス
』
の
配
布
に
つ
い
て

④
「社
団
法
人

東
京
都
山
岳
連
盟
」
へ

の
加
盟
に
つ
い
て

⑤
「会
友
制
度
」
に
つ
い
て

（承
認
）

４
　
中
央
分
水
嶺
踏
査
事
業
に
つ
い
て

報
告
書
の
発
行
お
よ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
計
画
に
つ
い
て
石
田
理
事
よ
り

説
明
が
あ
っ
た
が
、
報
告
書
の
体
裁
お

よ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
等
に
明
確
で

な
い
事
項
が
み
ら
れ
た
た
め
、
１
０
０

周
年
記
念
事
業
実
行

（委
）
で
再
検
討

し
た
上
、
次
回
理
事
会
に
再
提
案
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
（継
続
）

５
　
医
療
委
員
会
‥
講
演
会

「中
高
年

登
山
の
注
意
点
」
開
催
に
つ
い
て

９
月
５
日
、
初
め
て
関
西
地
区
で
開

催
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

６
　
物
品
使
用
許
可
願
‥
社
団
法
人

中
部
経
済
連
合
会

機
会
誌
の
特
集
で
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
写

真
の
掲
載
許
可
願
い
。
　
　
　
（承
認
）

７
　
資
料
借
用

・
写
真
掲
載
許
可
願
‥

黒
部
市
歴
史
民
俗
資
料
館

９
月
２
日
～
Ｈ
月
２６
日
開
催
の
特
別

展
に
お
け
る
冠

松
次
郎
氏
の
写
真

・資

料
の
借
用
及
び
掲
載
許
可
願
い
。（承

認
）

【報
告
事
項
】

１
　
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
５０
周
年
記
念
式

典
及
び
記
念
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
（田
邊
）

１２
月
Ｈ
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
記

念
式
典
を
ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
主
催
で

実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
れ
に

併
せ
て
記
念
ツ
ア
ー
（ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

を
前
回
の
計
画
で
行
な
う
予
定
で
、
７

月
号
会
報
に
て
広
報
す
る
。

２
　
海
外
登
山
の
長
期
計
画
に
つ
い
て

（橋
本
）

２
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
チ
ー
ム
の

会
合
を
開
き
、
具
体
化
を
推
進
し
て
い

る
。
目
下
、
次
の
案
を
検
討
中
。

①
年
２
回
程
度
の
　
″
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

塾
″
の
開
催

②
カ
ン
リ

・
ガ
ル
ポ
山
群
の
地
域
研
究

に
着
手

③
登
山
隊
の
派
遣

（当
面
の
目
標
を
東

チ
ベ
ッ
ト

ル
オ
ニ
イ
峰
と
し
て
検
討

・

推
進
）

３

「第
２
回
支
部
長
会
議
」
報
告

（吉

永
）７

月
１
日
～
２
日
、
信
濃
支
部
の
協

力
を
得
て
上
高
地
山
岳
研
究
所
で
開
催

し
た
。
本
会
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
の

山
岳
研
究
所
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
も

各
支
部
長
の
ご
理
解
を
得
た
。

４
　
勤
労
者
山
岳
連
盟
新
事
務
所
完
成

披
露
パ
ー
テ
ィ
ー

（吉
永
）
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インフォメーシヨン

聰 姜鷺 贔

一一一　

　

鸞 刹

: 財 :

◆

田
淵
行
男
記
念
館
特
別
企
画
展

信
濃
支
部

信
濃
支
部
６０
年
歴
史
展
。
昭
和
２２
年

６
月
に
設
立
し
た
信
濃
支
部
。
支
部
の

６０
年
の
歩
み
を
、
写
真
と
資
料
で
た
ど

る
。

期

日

　

９

月

５

日

側

～

１０

月

１

日

同

場
所
　
田
淵
行
男
記
念
館

（口
０
２
６

３
‐
７
２
‐
９
９
６
４
）

入
館
料
　
大
人

（３
０
０
円
）
、
中
学
生

以
下

（２
０
０
円
）

問
合
　
古
幡
開
太
郎
宛
（口
０
９
０
‐
５

４
１
４
１
０
８
０
９
）

＊
杉
本
誠
収
集
作
品
に
よ
る
モ
ノ
ク
ロ

ー
ム
写
真
の
世
界
「山
　
記
憶
と
表
現
」

が
同
時
開
催
さ
れ
る
。

◆
北
海
道

「紅
葉
山
行
」
事
業
委
員
会

日

時

　

９

月

２８

日

内

～

１０

月

２

日

側

集
合
　
９
月
２８
日
１３
時
　
新
千
歳
空
港

解
散
　
１０
月
２
日
１２
時
　
旭
川

（新
千

歳
空
港
も
可
）

行
程
　
夕
張

・
芦
別

・
十
勝
岳
登
山

（道
内
は
全
行
程
バ
ス
移
動
）

募
集
　
１５
名

費
用
　
８
万
円

（宿
泊

ｏ
保
険

・
現
地

で
の
バ
ス
代

・
雑
費
）

申
込
　
団
か
図
で
８
月
２７
日
ま
で
に

植
木
淑
美
宛
（田
０
４
２
‐
７
３

４

１

１

４

９

８

図
く
〇
∽〓
ヨ
Ｔ
Ｎ
Ｏ
◎
∽ヨ
〓
①
・Ｏ
Ｑ
●
』
①
・ピ
）

◆

四
国
中
央
構
造
線
断
層
見
学
山
行

山
の
自
然
学
研
究
会

日
本
列
島
の
誕
生
を
示
す
中
央
構
造

線

（徳
島

・
愛
媛
県
）
、
四
万
十
帯

（高

知
県
）
な
ど
の
見
学
。

日
時
　
１０
月
２３
日
０
～
２５
日
因

集
合
　
２３
日
朝
　
Ｊ
Ｒ
高
松
駅

費
用
　
約
４
万
円

（四
国
内
交
通
費

・

宿
泊
費

・
資
料
代
）

定
員
　
８
名

申
込
　
９
月
３０
日
ま
で
に
西
田
進
宛

（田
０
４
５
‐
８
２
２
‐
０
１
４
１

回
一〇「
◎
ュ
∽Ｆ
こ
”
‐∽・〇〇
日
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
送
付

◆
第
１４
回
山
岳
写
真
展
「心
に
映
る
山
々
」

ア
ル
バ
イ
ン
・
フ
ォ
ト
・
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

マ
ナ
ス
ル
初
登
項
５０
周
年
を
記
念
し

て
、
資
料
映
像
委
員
会
が
作
成
し
た
写

真
パ
ネ
ル
７
枚
も
同
時
に
展
示
。

会
期
　
９
月
２０
日
因
～
１０
月
１
日
同
１０

時
～
１８
時

（月
曜
休
館
）

会
場

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー

（新
宿
区
四
谷
１
１
７
　
日
本

写
真
会
館
５
階
　
口
０
３
１
３

３
５
１
１
３
０
０
２
）

問
合
　
川
嶋
新
太
郎
宛
（口
０
３
‐
３
８

７
３
‐
０
９
０
７
）

◆

会
津
の
山

（第
２
回
）
　

一
一大
会

地
元
の
江
花
会
員
と
平
野
会
員
が
同

行
。
往
復
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
。

日
時
　
１０
月
１７
日
凶
～
１８
日
因

場
所
　
士心
津
倉
山

集
合
　
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
北
口

定
員
　
１８
名

費
用
　
２
万
円

（宿
泊

・
バ
ス
代
）

問
合
　
金
井

一
子
宛
（口
０
３
１
３
７
１

４

１

７

３

８

８

図
一ＯＦ
寿
〇
‐
Ｆ
◎
『ヽ
こ
い〇
●
』
①
・ピ
）

◆

講
演
会

「山
岳

・
辺
境
に
お
け
る
救

急
手
当

ｏ
医
療
」

イ
ギ
リ
ス
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
南
西
壁

隊
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
多
く
の
遠
征

隊
に
も
参
加
さ
れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し

て
も
著
名
な
ジ
ム

・
ダ
フ
博
士
を
招
い

て
、
医
療
施
設
か
ら
離
れ
た
山
岳
地
帯

や
辺
境
の
地
で
の
救
急
手
当

・
医
療
の

講
演
会
が
次
の
と
お
り
開
か
れ
る
。

【共
催
】
間
日
本
山
岳
協
会
、
田
日
本
山

岳
会
、
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
、
日
本

ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

。
ト
ラ
ス
ト

【協
賛
】
旅
行
業
ツ
ア
ー
登
山
協
議
会

【日
程
と
会
場
】

●
東
京

（東
京
体
育
館
第
１
会
議
室
）

日
時
　
９
月
２０
日
因
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

・
大
阪

（薬
業
年
金
会
館
）

日
時
　
９
月
２１
日
困
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

●
札
幌

（り
ん
ゆ
う
ホ
ー
ル
）

日
時
　
９
月
２２
日
０
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

【参
加
費
】
５
０
０
円

【申
込
・問
合
わ
せ
は
回
、
回
、
ハ
ガ
キ

な
ど
で
行
な
う
】

●
東
京
＝
貫
田
宗
男
宛

（田
０
３
‐
３
４
３
７
‐
８
８
４
９

図
Ｆ
』ｏ
◎
①く
のお
絡
８
む

〒
鵬
鵬
東
京
都
港
区
西
新
橋
３
１
２４
１
８

山
内
ビ
ル
４
階
Ｗ
Ｅ
Ｃ
内
）

・
大
阪
＝
林
孝
治
宛

（田
０
７
２
９
‐
５
３
‐
７
４
５
６

図
の
国
『
ｏ
い
ｏ
ヽ
Ｎ
◎
●
〓
ぞ
ｏｏ
ｏ
ヨ

〒
鵬
躙
大
阪
府
羽
曳
野
市
恵
我
之
荘

５
１
１
１
２５
）

●
札
幌
＝
佐
藤
信
二
宛
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長 野 県 を お そ つ た 大 雨

山研管理人 内野かおり

山研の管理人として 2度 日の夏を迎えた。昨年は

慣れぬ上高地で、 1歳の娘を連れ不安な時を過ごし

た。でも今年は、 2度、3度と訪れてくださる顔な

じみの会員の方々とも親しくなり、ちょっぴり余裕

がでてきた。

夏山シーズン到来の7月 中旬、長野県は記録的な

大雨にみまわれた。7月 15日 から降り続いた雨で、

上高地周辺に被害が出はじめた。7月 18日 、釜 トン

ネルから上は雨量規制により、朝から通行止めとな

った。また、国道158号線も雨量規制に加え、数箇所
で土砂崩れが発生し、通行止めとなり、復旧のめど

はたたない状態であるという。緊張しながら天気予

報に聞き入り、不安な時を過ごした。

19日 午前中、雨が小降りになったので山研の水源
の善六沢を見に行く。大きな石や土砂が積もり、流

れや地形も変わり、荒れていた。濁流と化した水源

を見て、途方にくれた。天気予報では再び大雨の恐

れがあるというので、復旧作業にはいつ取りかかれ

るのかわからない状況であった。私たちは雨水を利

用して生活し、水の節約をして暮らした。

20日 、大雨による規制が解除され、上高地までの

道は通行可能となった。しかし、上高地では閉店す

る売店も多く、宿の予約もほとんどキャンセルのよ

うであった。

山研にも、飲料水の確保という大きな問題が発生

していた。水量が落ち着き次第、水源の復旧作業を

行なわなければならない。その復旧作業にも幾つか

の問題があった。①取水パイプの再配置 (パイプの

乱れに加え、大きな石が流れてきたことにより、取

大雨で川幅が広がり、大木の流れる梓川

水回の配置が変わった)②沢の濁りがいつ収まるか

③すでに地盤が弛んでいるため、今後の雨による

土砂の押し出しなどの可能性、などである。
22日 、取水回の復旧工事を行なう。結果、①につ

いては見通しがついた。しかし、依然として②③に

ついては不透明、前線による雨の影響を受けそうで

心配だ。加えて、山研のミニ水力発電は当面休止状

態である。

上高地町会情報より、遊歩道および登山道の状況

が入った。河童橋から明神池間の右岸の遊歩道は通

行不可能 (代わりに治山道を利用)。 登山道は随所に

被害があるが、通行は可能であるという。山研では

この状況を、随時、山研委員長の堀さんに報告しな

がら対応した。結果、7月 30日 までの宿泊はキャン

セルさせていただくことにした。せっかくの予約で

あり申し訳なかったが、皆さんに状況を把握してい

ただいた。

今、上高地には、再び鳥たちがさえずり、さわや

かな風と青い空、そして美しい梓川の流れが戻り、

穏やかな時間が流れはじめた。梓川周辺で散策を楽
しむ人、穂高や焼岳の雄姿を眺める人、カメラを抱
えた人、絵筆を持つ人などで賑わい、絶好のシーズ

ンを迎えている。

山研も、7月 31日 からやっと予約を受けつけられ

る状況になった。しかし、しばらくの間は状況に応

じ、風呂の休止など、ご不便をおかけする事もある

という現状をご理解いただきたいと思う。

完全復旧に向け、山研委員および関係者の方々の

ご指導をいただきながら、作業などをすすめている。
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